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独立行政法人 国際協力機構（JICA）では、中部地区に蓄積された公害およびその対

策・施策の経験を活かし、そのノウハウを中央アジア諸国に移転すべく、中央アジア諸

国の中でも当該分野の高いニーズが確認できるキルギス、ウズベキスタン、タジキスタ

ン、カザフスタンの4 カ国を対象として、平成16 年度より地域別研修「中央アジア水

質モニタリング」コースをスタートし、これまで計50 名近くの研修員を受入れてきま

した。 

 

今般、研修のフォローアップ協力の一環として、研修対象国のうち、キルギスとウズ

ベキスタン2 カ国の帰国研修員およびその所属機関を対象に、研修成果の確認と現地で

の指導、研修カリキュラム改善に向けた現地のニーズの把握を目的として、フォローア

ップ調査団を派遣しました。調査に際しては研修対象国4ヶ国から帰国研修員および関

係者を招聘し、研修成果の発表と今後の取組みについて議論を行い、4ヶ国合同の行動

指針を署名するに至りました。 

 

本書が、今後の研修コースの計画策定のみならず、中央アジア地域の水質モニタリング

および水質汚濁対策の実情、課題に関する一層のご理解の一助となればと願うばかりで

す。 

 

本調査の実施にあたり、多大なるご協力とご尽力をいただいた内外の関係者の皆様に、

厚く御礼申し上げます。今後の本研修コースの実施にあたって、一層のご支援、ご協力

をお願い申し上げる次第です。 

 

平成22 年3 月 

独立行政法人国際協力機構 

中部国際センター     

所長    稲 葉 誠 

 

 
 



ウズベキスタン水文気象センター・付属
研究所での聞き取り

ウズベキスタン科学アカデミー水問題研
究所での聞き取り

ウズベキスタン自然保護委員会での聞き
取り。中央右が帰国研修員。

写真報告

ラボの様子。

ラボを視察。どのような試薬・機材が使わ
れているか調査

管轄内にある検査機関のラボを視察。機
材の保管状況は非常によい。

【ウズベキスタン】



キルギス環境保護森林庁にて。帰国研修
員は6名に上る。

キルギス水文気象庁での聞き取り調査。
以前JICAの技術協力で供与された機材

が多数残っている。

キルギス地質・鉱物資源庁での聞き取り。

研修で学んだExcelによる検量線の作成

が日常的に取り入れられていた。

ラボの視察。建物は古く、老朽化が進む。

ラボの様子。サンプルの保管など非常に
配慮がなされていた。

【キルギス共和国】



フォローアップセミナーの様子。 帰国研修員らによる、研修成果の活用について
発表。

発表終了後、今後の行動計画策定のためのディスカッション

決議文への署名：キルギス、ウズベキスタン、カ
ザフスタン、タジキスタンそれぞれの代表が署名
を行う。

続いて参加者全員による、決意表明のための署
名が行われた。

【フォローアップセミナー】
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第 1章 調査団概要 

 

1-1 背景 

地域別研修「中央アジア水質モニタリング」は平成 16 年度より 5年間にわたり実施された、分

析手法やデータ分析手法など実習を交えた実践的な研修により、中央アジア 4 ヶ国における水質

モニタリングの分析技術向上に寄与することを目的とした研修である。過去 5 年間の帰国研修員

は 47 名（キルギス 11 名、タジキスタン 10 名、ウズベキスタン 12 名、カザフスタン 14 名）とな

り、同じ職場に帰国研修員が数名いるような組織も出るまでとなった。本研修では研修成果を帰

国後に発揮できるよう、事前・本邦・事後活動の 3 段階を設定しており、事前活動では所属組織

の水質分析機材の現状調査（分析ラボで所有している機材のリスト化、研修員本人が使ったこと

のある分析機器のリスト化、ラボでの分析方法についてのレポート）を行い、本邦研修では日本

が行っている水質分析について講義と実習を交えて実際に身に付けてもらうとともに、分析デー

タの解析についても学び、帰国後どのように自分のラボで実施している分析技術を向上させるか、

また分析データの活用案についてアクションプランを作成する。帰国後の事後活動では、アク

ションプランを組織内で共有すると共に、JICA 及び研修受入先に活動状況を報告することになっ

ている。しかしこれまでのところ、帰国研修員の事後活動状況の把握、課題の分析・整理が十分

に行われていない。また、2009 年 2 月中旬に過去 5年間の研修員を対象に行ったフィードバック

のためのテレビ会議を通じて国レベル、地域レベルでの帰国研修員ネットワークも構築されてい

ないこと、現場における情報交換が十分に行われていないこと、更に上長の理解が少ないために

必要な分析機器の購入もままならないという現状が報告されている。 

 

1-2 目的 

本研修は 2008 年度で終了し、水質分析における技術移転については一定の成果を上げ、また、

ある程度必要数の人材についてすでに技術移転を行ってきた。上述のテレビ会議でも、一部の組

織では分析機器の購入やその機器の使用方法についてセミナーを行ったところや、ISO17025*を取

得した組織もいくつか見受けられた。 

しかしながら、中央集権的でかつ分業体制が敷かれている政府組織が多い中央アジア各国では、

必ずしも研修内容が効果的に活かされているとは言いがたい。なぜなら分析担当者は自分の担当

区域の分析しか行う必要がなく、抽出したデータの解析はデータ分析担当者が行い、最終的にそ

の分析データの結果をもとに政策決定を下すのは政策担当者と、研修内容の一部しか研修参加者

の担当業務に当てはまらず、またそれ以外を活かすことができないという現状が背景にある。今

後水質モニタリング技術をより幅広い人材へと普及させていくため、また研修効果のさらなる発

現のため、帰国研修員に対するフォローアップは急務である。上述のように、帰国後にセミナー

を実施したり新しい分析機器を購入したりと、分析精度の向上に何らかの取り組みをしている組

織も見られたが、やはり上述のとおり、分析担当者だけでは実現できないようなことも多い。 

                                                        
* 試験所及び校正機関の能力に関する一般要求事項。これまで当地域における分析・試験結果に対する
裏づけは、旧ロシア時代から則ってきた標準「GOST」が必要十分要件であったが、本研修等を通して

国際規格レベルの精度管理の重要性を十分に喚起するようになり、国際的に通用する組織として認定

されることへのニーズが高まった。 
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そこで、研修員が帰国時に作成したアクションプランの実行を遂行できていない場合、それぞ

れの組織・研修員が抱える課題を他の帰国研修員と共有し、それぞれの解決法を教えあうことで

さらなるアクションプランの実現を促進すること、また帰国研修員の組織を訪問し帰国研修員と

上長だけでなく、他のデータ解析担当者やデータ取りまとめ担当者などを交えて、（精度の向上し

た）水質分析データの活用法を共有することは、本件研修を通じて向上した分析担当者の分析技

術組織内で活かすことにつながり、ひいては各国の水質管理政策にも裨益することとなる。以上

を目的として、各国の帰国研修員のネットワーク化を念頭に入れたセミナーの実施と研修参加組

織の訪問を通じ、組織でのアクションプラン実施体制について確認、助言するために、本件フォ

ローアップ調査を実施することとした。 

 

1-3 調査期間および日程 

 

1-3-1 調査期間：2009 年 10 月 5 日～12 日（8日間） 

 ウズベキスタン：10 月 5日～6日 

キルギス共和国：10 月 7日～12 日 

 

1-3-2 調査日程： 

 

 

日付 曜日 訪問先 滞在地 

10/5 月 JICA ウズベキスタン事務所  

ウズベキスタン水文気象センター(インタビュー・ラボ視察) 

タシケント

(ウズベキ

スタン) 

科学アカデミー水問題研究所 

ウズベキスタン自然保護委員会（インタビュー） 

ウズベキスタン自然保護委員会付属監査・分析ラボ（ラボ視察） 

10/6 火 

 キルギスへ移動 

タシケント

10/7 水 JICA キルギス共和国事務所 

キルギス環境保護森林庁（インタビュー・ラボ視察） 

キルギス水文気象庁（インタビュー・ラボ視察） 

ビシュケク

(キルギス)

10/8 木 フォローアップセミナー ビシュケク

フォローアップセミナー 10/9 金 

在キルギス共和国 日本国大使館 

ビシュケク

10/10 土 資料整理 ビシュケク

10/11 日 予備日 ビシュケク

10/12 月 キルギス地質・鉱物資源庁（インタビュー・ラボ視察） 

キルギス衛生・疫学調査庁（インタビュー・ラボ視察） 

キルギス環境保護森林庁（インタビュー） 

キルギス水文気象庁（インタビュー） 
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1-4 調査団員構成  

【総括および研修運営】 南川 惠津子（財団法人国際環境技術移転研究センター） 

各国における研修ニーズの把握、アクションプラン評価 

・クエスチョネアおよび研修参加組織からの報告を受け、水質分析の組織的課題の分析 

・その課題に対応するため、帰国研修員だけでなく同僚・上司も巻き込んだ指導 

・セミナー実施（人材能力強化のための取り組み、アクションプラン実施および研修成果の

講評） 

 

【分析技術】水野 輝海 （株式会社テクノ中部） 

  セミナー実施、現場指導 

 ・クエスチョネアおよび研修参加組織からの報告を受け、水質分析の技術的課題の分析 

 ・その課題に対応するためのラボでの技術的指導 

  ・セミナー実施（中央アジアにおける水質モニタリングの重要性、各参加組織で抱えている

分析技術向上および採取データの有効活用に必要な取り組みなど） 

 

【研修計画】今吉 萌子 （JICA 中部研修業務課） 

 研修事業改善のための取り組み 

・各活動の事前調整を JICA 事務所・支所（キルギス、ウズベキスタン、タジキスタン、カ

ザフスタン）、およびキルギス環境保護森林庁等と協力して実施する。 

・本フォローアップ事業の成果を、帰国後関係諸機関と共有し、他のフォローアップ事業の

指針となるよう報告書を取りまとめる。 

・本フォローアップで得た中央アジアの水質分析の状況を、今後の継続案件へフィードバッ

クし、より現地のニーズに近い研修事業の運営を行う。 
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第 2章 調査内容 

 

2-1 本フォローアップによる成果およびそのための活動 

想定される成果：これまで協力を行ってきた中央アジア諸国の水質モニタリング担当組織に

おいて、組織を超えた具体的な行動計画が作成・提案される。 

 
成果 1 中央アジア各国の水質モニタリングの現状と課題、またこれまでの研修成果が各国の

分析担当者をはじめとしたセミナー参加者に共有される。 

成果 2 セミナー参加者を含め、各国の水質モニタリング関係者の積極的関与が、国際河川流

域の水資源利用に不可欠であることが意識化される。 

成果 3 以上をベースに水質分析担当者と他のセミナー参加者による共同の行動計画が策定

される。 

成果 4 （キルギス・ウズベキスタン限り）これまでの分析技術向上のための研修成果につい
て組織内で確認され、今後の行動計画に基づいた分析技術の改善点が認識される。 

 

2-2 調査手法 

組織訪問：実際に環境モニタリング組織を訪問し、分析技術の向上度合いについて調査・評

価を行い、策定された行動計画に基づき必要なアドバイスを行う。 

事前アンケート：添付資料 1のとおり、帰国研修員全員およびその所属組織に対する事前アン

ケート調査を実施し、右内容を踏まえて各組織へのインタビューおよびフォロー

を行う。 

セミナー：帰国後の事後活動であるアクションプランの成果について、所属組織ごとに成果

の発表を行い、それら成果および成果発現の阻害要因を帰国研修員および関係者

で共有した後、参加者全員による今後の行動方針を策定および署名する。 

    

セミナーでの発表事項（帰国研修員および所属組織）： 

1) 本邦研修において習得した技術とその技術をどのように活用しているか。また、日

本で学んだ技術の応用が困難な場合、どのような阻害要因があるのか。 

2) 本邦研修において習得した技術を所属組織、上司、同僚に共有しているか、また、

その現状 

3) 水質モニタリングとデータ分析について、所属組織ではどのような部署を経て実施
されるのか（図解による説明） 

4) 水質モニタリングの分析データがどのように政策立案に活かされるのか、そのプロ

セス（関係組織の相関図などを含め） 

 

セミナーでの発表事項（調査団員）： 

1) 帰国研修員他、所属組織に対する人材能力強化の側面から見た期待事項 
2) 中央アジアにおける水質モニタリングに関するトレンド、今後想定される課題 
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第 3章 調査結果 

 

3-1 ウズベキスタン 

 

3-1-1 総論 

政策策定部門である国家環境委員会からの研修員が帰国後、研修によって得た日本の水質保

全施策を参考に水資源保護区域の設置を提案し、実施された。その結果、汚染源が削減され具

体的な水質汚濁対策に繋がった。 

水質分析を日常業務として行っている水文気象庁および付属研究所は、旧ソ連時代に導入さ

れた分析機材と国際機関の支援により実施されたプロジェクトによって供与された簡易水質分

析キットを利用して行っている。したがって、環境測定に対して一般的に要求される分析値の

信頼性が高くないという課題があるものの、研修で習得した標準作業手順書（SOP）の作成手順

や表計算ソフトウエアを利用した検量線の作成手順が定着しており、分析手順の標準化および

検量線の精度向上により分析値の信頼性は向上している。 

なお、モニタリング結果を政策策定支援ツールとして有効に利用するため、帰国研修員によ

り視覚的な要素を取り入れる必要性などの改善提案がされたが、報告書の書式は政府で指定さ

れているという理由で、研修成果である図表化したデータの報告書への挿入は現状では実施で

きないことも明らかになった。 

国の予算による機材整備の可能性が低い状況において、研修成果を活かしながら、現状行わ

れている易分析法を国際的に承認された方法または国が認可している旧ソ連時代の方法（公定

法）に移行し、信頼性を向上させていくことが今後の課題である。 

 

3-1-2 ウズベキスタン水文気象センター 

(1)帰国研修員本人による研修成果活用 

インタビューにおいて研修員は参加した研修について、日本の法規制制度の枠組みを理解し、

それに基づく日本の水質モニタリング制度を総合的にとらえることが出来たと述べた。その上で、

分析手法の見直しや新しい分析機材に触れたり、パソコンを用いて統計学的にデータ処理・加工

したりするなど、“新しい知識も深まった”と高く評価した。 

実際に帰国後に導入したものとしては分析結果のグラフ化や、統計的な相関の検証が挙げられ

る。一方で、水質自動測定は強く印象に残ったとのことであるが、自国ではすぐに導入されるも

のではないと考えたとのことである。 

また、一部の研修員は職場外の活動として灌漑農業省傘下の学校でも講義を担当しており、日

本の研修の内容は同校の学生にも伝達されている。その他、帰国後に研修成果の普及活動として、

科学アカデミー水問題研究所所属の帰国研修員と合同で、研修の内容や成果を伝える組織横断的

なセミナーが 2008 年 3 月に行われた。2005 年度以降の研修では研修員に対しアクションプラン

の作成を課しているが、こうした知識・情報面の伝達についてはアクションプランで掲げた内容

がほぼ実施されたと帰国研修員は述べている。 
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(2)所属組織における研修成果の活用 

このほか、帰国後に行った提言や普及活動によって実際に職場で行われるようになったものに

は、表計算ソフトウエアによる検量線の作成や亜硝酸イオンおよびリンの分析に係る SOP、ハン

ドブックの作成などがあり、分析値の信頼性は向上していると言える。ただし、国の公式な分析

手法（公定法）とするためには国家登録が必要であり、研修成果としてラボ環境に合せて作成さ

れた SOP は公定法として取り扱われていない。 

なお、この職場ではほかに上長や同僚にも JICA 研修コースの参加経験者が複数いることから、

JICA に対する親近感も強く、職場全体から JICA 研修に対する理解と、制度を積極的に利用しよ

うとする印象が強く感じられた。帰国研修員のうち、ラボ長に昇格した者が出ており、こうした

ことも本人および本人以外のモチベーションを高める効果につながっていると考えられる。 

 

(3)ラボ内における機材状況および成果活用 

但し、近代的な分析機材を以て達成しようとするアクションプランの項目については、独立以

降、2000 年に JICA が供与した水銀計と 2002 年にドイツのプロジェクトによって供与された簡易

分析キットが新規に導入されたのみで、主な分析機器である分光光度計、原子吸光分光光度計、

イオンクロマトグラフは旧ソ連時代に導入されたものを利用しており、一部の項目については達

成されていない。一方、水文気象センターでは、国や JICA の支援制度を活用して積極的に複数の

申請が行われており、化学的酸素要求量(COD)計、紫外線強度(UV)計は別の組織から既に調達済み

であるほか、JICA 帰国研修員を対象としたフォローアップ制度を利用してイオンクロマトグラフ

を申請中である。また、重金属分析に利用される既存の旧式原子吸光分光度計の新調も計画され

ている。 

 

(4)今後の課題 

しかしながら、これら機器を使用して精度の高い分析活動を行うためには現在の施設は老朽化

が進み粉塵の影響が懸念される。したがって今後、新しい機材が導入されるまでに、老朽化が進ん

だラボ建屋の防塵対策を行い、機材の維持管理が適切に行えることを示す必要がある。 

さらに、政府に提出する水質分析結果の報告形態は、内閣府が定めた各省庁一律の様式に則ら

なくてはならないことから、公的には文章形式のものを作成せざるをえないが、内部で行うセミ

ナーなどの発表時には研修で習ったことを活かしてグラフを入れて可視化する工夫も行われるよ

うになった。また、同センターの調査研究所部門では学術的なレポートを発行することもあるた

め、グラフだけでなくデータベースの改善や写真の使用なども行い、職場としては国際的な標準

に近づける努力をしている。こうしたことから庁全体として ISO17025 の認証取得を強く意識し

ている。 

 

3-1-3 ウズベキスタン自然保護委員会 

(1)組織概要 

通常、ウズベキスタンからの応募は水文気象センターと水問題研究所からの応募が大半を占め

ており、同委員会からの研修参加は 5 年を通じて 1 名であったため、本コースに対する職場とし

ての関心が低いことも想像されたが、所属長が“日本の水域管理手法と水質モニタリングを学ば

せたい”という強い意志で研修員を送ったことがわかり、ヒアリング時には今後の研修員候補者
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の紹介もあって、所属組織における JICA 研修の関心の高さが窺えた。 

また、ウズベキスタンは灌漑農業が主体でありながら水量不足の問題があり、アムダリヤ川、

シルダリヤ川の下流に位置していることから、水は量と質とに意識を配りながらモニタリングを

する必要があるという認識を持っているとの発言があった。同委員会の国際協力部門の職員も、

水質モニタリングにとどまらず水資源の登録・管理など様々なことを組織内の職員に学ばせて、

組織を国際標準に近づけたい、そのためにも今後も国内外の組織間で情報交換を継続していきた

いという抱負を示した。今後の JICA 研修に対しても応募を積極的に行う姿勢が見られた。 

 

(2)帰国研修員本人による研修成果活用 

研修員は参加した研修を振り返って、試料採取に始まり分析までのそれぞれの手順において、

精度管理に対する知識が深まり、現在では委員会の上司と共に精度管理の重要性について議論を

するまでになったとのことである。また汚染源の監督を行う立場から水文気象センターに対して、

河川のうち汚染発生源の上流と下流の地点についても水質測定を強化するよう助言も行った。 

 

(3)所属組織における研修成果の活用 

さらに、研修のアクションプランを職場で発表し、その結果同僚の知識も高まり、地方事務所

職員にも情報を提供したことで、組織内で知識を一般化するという所期の目的を果たしたとのこ

とである。当該研修員の帰国後の成果として最も大きなものとしては、監督省庁の立場から、内

閣府に対してアムダリヤ川とシルダリヤ川沿いにそれぞれ水域保護区域を設けることを申請し、

証人を得たという活動が挙げられる（2007 年 2 月施行）。この計画では、2012 年までに、同河川

の流域沿いにある水質汚濁源をすべて排除させることが決定された。定期的に監察官を派遣して

法規制が守られているか確認をとる方法によるもので、守られていない場合は罰則規定も適用と

なる。現在、特定されている 44 施設のうち既に 28 が除去され、順調に計画が進められている。

今後、さらに地理情報システム（GIS）化の構想を反映して、各地方の測定局から送られてきたデー

タのデータベース化や結果のグラフ、チャート、地図との統合も促進していきたいという意向が

述べられた。 

 

(4)他ドナーとの協力状況 

同委員会に対する国際機関および二国間協力として、現在、国連開発計画（UNDP）による水供

給のための GIS を用いた水域モニタリング・環境情報システム構築プロジェクトが実施されてお

り、また 2010 年からは韓国国際協力機構（KOICA）支援の水域モニタリングプロジェクトが計画

されているなど、大型のプロジェクトが続いている。この KOICA 事業は、アムダリヤ川の水文（水

温や流速など）を自動測定するもので、国境を接するタジキスタン側にも測定局を設置し情報共

有する構想があるとのことである。 

なお、これまでに参加した研修員はいないが、同委員会の付属組織で汚染源の管理・分析を行っ

ている分析管理特別監査法人（GOSIAK）のラボも訪問した。GOSIAK のラボには 1994～1996 年ま

で JICA が実施したアラル地域 6 市の飲料水改善プロジェクトによって供与された pH 計、ガスク

ロマトグラフ、原子吸光分光光度計に加え、アジア開発銀行の支援により供与されたガスクロマ

トグラフ質量分析計（GC/MS）など機材も揃っており、ここでは地方測定局の職員の技術訓練（研

修）が定期的に行われている。 
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3-1-4 ウズベキスタン科学アカデミー水問題研究所 

(1)組織概要 

日常業務として分析は行っておらず、機材も整備されていないため、研修成果を活用する機会

はないが、インタビューには帰国研修員の数を上回る上司・同僚も集い、本研修事業に対する関

心の高さが感じられた。同研究所は研修 3 年目から毎回参加があったが、この背景として組織の

長が 2005 年に JICA 研修に参加し、研修の重要性を認識したというトップ層の強い意志があるこ

とが確認された。このため、全ての帰国研修員は帰国後 5 日以内に研修で得られた情報と経験を

職場に伝え、他の同僚と共有するという仕組みが構築されている。その一貫で、2008 年 2 月と 2009

年 7 月に職場内外のメンバーと共同で研修の成果を発表・伝達するためセミナーやワークショッ

プが実施されている。このセミナーは JICA の帰国研修員フォローアップ制度を活用したもので、

資金的支援を得たほか、その内容をまとめたニュースレターも発行された。さらに同組織のアカ

デミックな立場を活用して、職員が担当している外部の大学の授業や婦人組織の集会などでも講

義が行われている。内容としては水質測定・分析手法、用いる機材、水質にとどまらず日本で行

われている廃棄物の分別などにもテーマが及んでいる。 

同研究所が扱っている水質関連の研究分野は上水道の安全性、灌漑用水、水資源管理と多岐に

わたっている。一部、水文気象センター研究所や衛生疫学調査庁とも共同して、補足的なサンプ

ルの分析及び結果の提言をフィードバックするという業務も行われている。 

 

(2)帰国研修員本人による研修成果活用 

一方、日常業務には研修で学んだ項目のうち、表計算ソフトウエアを活用した検量線の作成や

分析結果の統計学的解析が取り入れられている。これらは職場全体にすでに浸透しているという

ことである。このほか各々の担当職務を活かして、研修の際の実習で身につけた技術により、帰

国後に担当する分析項目が増えたという報告があったほか、貯水池に関する調査に水質の側面を

新たに加えた者などがあった。 

 

(3)所属組織における研修成果の活用 

他方、同研究所の同僚の視点から帰国研修員の活動を検証すると、業務における助言、指導だ

けでなく、本人が持ち帰った資料（テキスト）、分析機材のカタログ、簡易測定の手法や資材など

も非常に役立っているという意見があった。学術的観点からも日本と自国の分析手法が異なる点

のあることに関心を示しており、2～3年後にはその比較をまとめて出版もしたいと意欲を示す者

もあった。 

 

(4)今後の課題 

同研究所の今後のニーズとしては、他省のラボとも協力して ISO17025 の認証取得を目指すこと

や、アラル海の縮小による環境問題が顕著になっているホレズム地域における、JICA の上水関係

プロジェクトの再開や気候変動とリンクさせた調査研究、二次的な塩害問題対策、灌漑用水も含

めた森林－農業－水循環を包括的に扱う調査研究など、合同調査・研究が多く挙がった。その一

方、水問題研究所はプロジェクトによってのみ運営、維持されている組織であり、組織として JICA

での研修成果をどのように活用、普及して行っていくかが課題である。 
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(5)ラボにおける機材の配置状況 

ラボは、研究分野単位に機材が配置されているなど、レイアウトには配慮が感じられるが、個

別の部屋に機材が 1 種類ずつ入っている傾向があり、重要な機材ほど職員個人のカギのかかる部

屋に格納される傾向があるため、作業効率から観た導線には改善の余地がある。室内は他のラボ

でも参考にできる埃除けの工夫が見られた。主要機材は、分光光度計、電子秤量計、顕微鏡、イン

キュベーター、蒸留水製造装置であり、研究的な性格を考慮すると、機材の種類やレベルは満足

できる状態にない。 

 

(6)他ドナーとの協力状況 

他ドナーからの協力状況については、北大西洋条約機構（NATO）の支援による飲料水の微生物

学的安全性研究事業、漁業用の水質に関する研究、ほかに食糧農業機関（FAO）の支援による国家

戦略づくり、UNDP の支援によるダムの水工学的安全性に関する研究、近年終了したものでは国連

教育科学文化機関（UNESCO）の支援により、アメリカ・ネバダ大学他が実施機関となっている水

生生物研究がある。今後予定している共同研究には北九州大学との水資源研究などがあるが、総

じて数年間ずつの単発研究事業が多い。 

 

3-2 キルギス共和国 

 

3-2-1 総論 

水質モニタリングの実施機関である水文気象庁は、機材は整備されているものの、予算不足に

より規定されている年間のモニタリング回数を維持できない状況にある。汚染源の排水管理を

行っている環境保護森林庁のラボは旧ソ連時代に導入された機材を現在も利用しているが、2008

年に ISO17025 の認証を取得しており、本研修の趣旨の 1つである現状のラボにおける分析精度の

向上の成果と言える。ISO17025 の認証取得は国が奨励しており、飲料水の水質検査を担う衛生疫

学検査庁および地下水の水質をモニタリングしている地質・鉱物資源庁のラボも認証を取得して

いる。 

帰国研修員も認証機関の委員を委嘱されていることから、研修成果が国の分析機関全体の精度

管理向上に貢献していると言える。その一方、脆弱な水質モニタリング体制は、水質モニタリン

グ実施機関である水文気象庁が環境行政を担う環境保護森林庁とは別機関であることにも起因し

ており、効率的な環境保全行政実施のための組織体制の構築が課題である。 

研修で得たノウハウの活用状況としては、パソコンを利用してデータの入力や蓄積、精度管理

のための統計的解析、SOP の作成、環境情報のまとめなどを行ったりしていた。訪問したどの組

織においてもこれらのノウハウが活かされており、研修員が帰国後の報告、情報伝達を行った結

果だと考えられる。 

 

3-2-2 キルギス環境保護森林庁（旧・環境・非常事態省を含む） 

(1)帰国研修員本人および所属組織における研修成果の活用 

同庁は 2005 年の組織改編によってテーマ別のユニットに細分化されていた分析部門が一つの

部局として統合され、一括して大気・水質・土壌を扱うようになった。それまでのユニットにお
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ける中核的なメンバーが本研修に参加し、現在も牽引役を担っていることから、帰国後の組織に

は以下に示すいくつかの変化が現れている。 

 

• ISO17025 の認証取得：キルギスにおいて、世界貿易機関（WTO）加盟を契機に国内の化学分

析ラボでは、認証を取得するかどうかは別として、ISO17025 に基づく精度管理システムの

導入が必須事項となった。環境保護森林庁のラボは 2008 年に 25 項目の分析に対して

ISO17025 の認証を取得したことにより、ラボの適正な管理も促進された。研修で学んだ SOP

の作成手法は、ISO 認証取得に必要な手順書の整備に貢献し、ISO の要求事項である人材育

成の要件として、JICA 等の研修事業への参加が盛り込まれており、研修でさまざまな手順

や工夫について学んだことが認証取得にも大いに役立っている。また、帰国研修員のうち 2

名は、他組織の ISO17025 の認証取得準備に向けた書類審査を行った。さらに、分析精度の

維持、向上のためにバックグラウンド試料も別途分析するようになった。 

 

• パソコンの活用による精度管理：検量線の作成や統計的手法による解析は表計算ソフトウ

エアで行っており、各分析機材の校正スケジュールもパソコンを利用して作成し関係部署

に通達されている。 

 

• 機材整備： ラボの技術レベルの向上が庁内で認められ、2009 年度の予算で申請した原子吸

光分光光度計の購入が承認された（なお、結果的に 2009 年度は経済危機による予算削減の

対象となった。） 

 

• 人材育成：チームごとの組織の枠にとらわれずに、日本での研修の内容に基づき人材育成、

訓練を行うようになった。以前から年間数回、地方ラボの職員を対象とした実務訓練的な

研修や国家標準化機構職員研修なども環境保護森林庁のラボで実施を担当しているが、そ

の中でサンプリングの注意点、誤差範囲など日本の研修で学んだことが紹介されている。

また、表計算ソフトウエアの機能を利用した検量線の作成手法は州のラボ職員を対象に実

施予定の研修（UNDP の支援によるもの）においても紹介されることとなっている。 

 

(2)今後の課題 

但し、水質分析結果の報告書について体裁については、こちらもウズベキスタンと同様に国家

で定められた様式があるため、グラフの作図などの能力はあっても公式にそれを発表することは

出来ず、従来からの文章形式での作成を行っているとのことである。 

日本に対する今後の支援としては分析機材供与と技術指導に対する支援を期待しており、特に

JICA に対してはフレーム型原子吸光分光光度計の機材供与申請を行っている。日本の研修で習っ

たことを十分に活かすには組織としてまだまだハード面の整備が必要であるとのことである。 

 

3-2-3 キルギス水文気象庁 

(1)組織概要 

表流水のモニタリング実施機関であり、2006 年に JICA によって実施された「水質環境モニタ

リング向上プロジェクト」によって分光光度計、イオン電極式重金属濃度測定装置、パソコン等
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の機材が供与されラボも整備されている。この組織からは初年度に 1 名が研修に参加したのみで

ある。現在、水質分析担当者は 3 名いるが、うち 2 名は研修のジェネラル・インフォメーション

（G.I：研修コースの応募要領）に記した学歴及び年齢条件の上限を超えているため、経験は豊富

ながらも JICA 研修には参加できなかった。 

 

(2)帰国研修員本人による研修成果活用 

初年度に実施した研修ではアクションプランの作成を課題としていなかったが、初年度参加研

修員が、自発的にラボの同僚 2名を含む組織全体に帰国報告兼研修の紹介を行った。研修員が「参

考になった」と評価した研修内容は、マイクロピペットなど便利で近代的な資材の活用、表計算

ソフトウエアを用いた分析データのグラフ化、地方自治体の分析業務への参加などであった。 

 

(3)今後の課題 

2006 年から 2008 年までは農業省の灌漑プロジェクトに参加することで年間 4 回のモニタリン

グに必要な車両燃料代を得ていたが、プロジェクト終了後は、予算不足し、かろうじて人件費が

確保されている状況である。2009 年度は 10 月までに 1 度サンプリングを行っただけで、水文気

象庁の予算では定期的なモニタリングを実施できない状況になっている。 

水文気象庁の予算は地方各所にある気象観測所の運営維持に配分した後、残りを河川の水文観

測とモニタリング部門が分け合うため、十分な予算が確保できない。このため、定期的なモニタ

リングが実施できない分、帰国研修員は、モニタリングデータの解析に使用するため、過去のモ

ニタリングデータのデータベース化を進めており、現在は 2008 年から遡って 1940 年代のモニタ

リング結果がパソコンに入力されている。 

 

3-2-4 キルギス地質・鉱物資源庁 

(1)組織概要 

同庁は、国内約 1,300 ヶ所に設置したモニタリング用の井戸において地下水のモニタリングや、

飲料水製造企業からの依頼による成分分析を行っている。同庁からは 2008 年度に研修員が輩出さ

れた。 

 

(2)帰国研修員本人による研修成果活用 

研修員へのインタビューによれば、アクションプランで計画した項目について、日常的な精度

管理、水中の重金属測定、SOP の作成などを実行に移しつつあるとのことだった。中でも、研修

で学んだ重金属の分析手法は職場で高い評価を得たとのことであり、また帰国後、英語学習やロ

シアでの研修にも参加するなど、国際的な活動に意欲的に取り組んでいることが確認された。研

修修了証は職場の上司の事務室にもコピーが掲げられており、職場をあげて職員の育成を推進し

ていることが窺われた。さらに、当該帰国研修員は、2009 年 9 月に国内に 4名しかいない国家の

分析精度管理試験制度にかかる専門技師に委嘱されており、研修参加の副次的効果の一つと考え

ることができよう。 

 

 

(3)所属組織における研修成果の活用 
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同庁のラボは2004年にISO17025の認証を取得しており、旧ソ連時代の金属元素分析装置や1990

年代に日本の民間の金属資源開発企業から供与された原子吸光分光光度計を備えている。帰国研

修員のアンケートによると、所属組織において分析値の定量下限値（信頼性のある分析下限値）

の改善（低下）を目標としており、精度管理に関する研修の成果が現れていた。 

 

3-2-5 キルギス衛生疫学調査庁 

(1)組織概要 

衛生疫学調査庁は飲料水の水源および飲料水等、健康に直接関係する食品の検査を行っており、

同組織からはこれまでに 2 名が研修に参加した。調査時点において、帰国研修員のうち 1 名は疾

病のため入院中であり、他の 1 名は産休中のため、直接インタビューすることはできなかった。

ラボには原子吸光分光光度計、ガスクロマトグラフ質量分析計等の最新の分析機材が整備されお

り、2008 年 8 月に ISO17025 の認証を取得した。 

 

(2)所属組織による研修成果の活用 

ラボの副所長へのインタビューから、研修員は帰国後に技術セミナーを行い、分析結果をパソ

コンでグラフ化すること、検量線を作成することなど、当該部署だけでなく食品分析ラボ関係者

にも普及を行ったことが確認された。その結果、現在、同庁ではほとんどの職員がこの手法を使

えるようになっている。SOP についても利便性は認識されており、段階的に作成・保管作業を進

めていく予定となっているとのことである。 

 

3-3 カザフスタン 

 

3-3-1 総論 

水文気象庁から参加した研修員は、過去に JICA が実施した技術協力に関係している。本研修で

行った SOP の作成手順、表計算ソフトウエアの機能を利用した検量線の作成およびデータのグラ

フ化手法は職場内において適切に活用され、組織内にも普及していた。 

環境保護省は、汚染源の排水管理を行っている州環境保全局ラボの中核化を図っており、中核

ラボとして指定されたアクトベ州環境保全ラボには最新の機材が整備され、ISO17025 の認証も取

得した。ISO の認証取得に際し、精度管理システムの導入および分析技術者の人材育成に帰国研

修員が貢献した。 

 

3-3-2 カザフスタン水文気象庁 

 

アルマティ水文気象センターの帰国研修員に対する質問票の回答によると、帰国後日常分析項

目の SOP を作成し、ラボの正式なマニュアルとして承認されたとのことである。パソコンを利用

した検量線の作成は以前派遣されていた JICA 専門家の指導により既に導入されており、この SOP

による分析手順の標準化によって分析精度は向上している。 

カラガンダー州水文気象センターの帰国研修員 2 名は、2007 年から JICA が実施している「ヌ

ラ川水銀環境モニタリングプロジェクト」のカウンターパートであり、研修で習得した SOP の作

成手順、精度管理手法が同プロジェクトで活用されている。 
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西カザフスタン州水文気象センターの帰国研修員に対する質問票回答では、研修成果の導入に

は別途許可が必要なため組織内で普及していないとの実情記載されており、制度上の阻害要因も

確認された。環境測定ラボとしてモニタリング結果の精度を向上させていくために水文気象庁全

体に研修成果を普及、定着させていく方法を検討する必要があろう。 

 

3-3-3 カザフスタン環境保護省 州環境保全局 

アクトベ州環境保全局のラボは全国 16 ヶ所のラボの中で中核ラボとして位置づけられ、帰国研

修員の提案によって 2004 年から 2005 年にかけて最新の原子吸光分光光度計やイオンクロマトグ

ラフ、分光光度計、大気観測車等の機材および精度管理が導入されたことにより ISO17025 の認証

も取得した。 

北カザフスタン州環境保全局の帰国研修員に対する質問票によると、帰国後、分析項目ごとの

SOP を作成し、表計算ソフトウエアの機能を利用した検量線の作成も導入され、分析精度が向上

したと報告されている。 

高度な分析機材が導入される中で純度の高い試薬の調達、機材の操作方法だけでなく分析理論

や特性を理解した利用をするための人材育成が課題である。 

 

3-4 タジキスタン 

 

3-4-1 総論 

水質モニタリング業務を担う水文気象庁には、十分な予算が配分されていないものの、必要最

低限の項目についての水質モニタリングは継続的に実施されている。また、SOP を作成して作業

手順の標準化を進めており、研修成果は定着していると考えられる。現行の簡易分析方法を国際

的に認められている信頼性の高い分析手法にどのように移行していくかが課題である。 

なお、タジキスタン環境保全委員会はセミナーへの招待を行っていないため、回収したアンケー

ト結果をもとに記述する。 

 

3-4-2 タジキスタン環境保全委員会 

研修員および所属組織から回収したアンケートによると、日本の研修のレベルは相対的に高い

と感じられたようであるが、研修で得た資料を含めて研修の中身は学習会形式により帰国研修員

から同僚へ伝達がされている。技術面ではそのまま適用されるものは殆ど無いようであるが、住

民への情報公開や意識啓発といったモニタリングの社会的側面に、応用できるものがあった。職

員も日本の水質モニタリング方法について関心を持つようになったという。 

 

3-4-3 タジキスタン水文気象庁 

帰国研修員へのインタビュー及びアンケート結果より、研修ではサンプリング、分析手順といっ

た基本的なところから自国に伝えるのに役立ったということである。しかしながら、日本の分析

技術はタジキスタンのものとレベルの乖離が激しく、そのまま比較や技術導入することは機材の

面から困難があるとも述べていた。 

 

3-5 フォローアップセミナー 
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3-5-1 セミナー実施概要 

キルギスについては研修参加組織すべてを対象、他 3 ヶ国については水文気象及び自然保護領

域の組織を参加対象としてセミナーを開催した。各組織による発表の中で、参加者同士でも質疑

応答や共通する問題に対する意見交換の場を設け、共通理解の醸成を図った。 

総合司会はキルギス環境保護森林省の Mr.Turarbek Sadykbekov が行い、各組織の発表時間は

30 分ずつ（英-露逐次通訳込み）とした。 

発表内容から、概ねどの組織においても本邦研修で習得した知識、経験、技術は帰国後に組織

内において発表・共有され、同僚への波及効果も確認することが出来た。 

研修を踏まえて新たに導入した手法には、SOP やマニュアルによる試料採取～運搬～前処理～

分析作業工程管理の改善及や、パソコンを活用したデータの蓄積・加工による時系列比較や項目

間比較、相関等の解析があり、それぞれの段階において品質向上が図られた。この結果、アウト

プットとしての報告形態にはグラフ化などの視覚的な工夫も施され、政策担当者を意識した報告

方法に改善されたことが共通して挙げられる（但し、国により公的な報告書の様式は国で定めら

れたもの以外加えることができないため、補助的な資料作成としてこれを行っている）。 

一方、日本と同じ分析技術の水準まで引き上るためには、資機材の不足が大きな制約となって

いるとの指摘が多く挙がった。しかしながら、一部機関ではUV計を利用してCODを推計するといっ

た比較的簡単な手法については試行を開始したところもあり、こうした手法が共有されることが

望まれる。また帰国研修員からは今回のセミナーと同様の機会を今後も開催し、中央アジア地域

での連携を維持していきたいという要望が挙がった。 

 

3-5-2 各国発表の概要 

タジキスタン 

水文気象庁（発表者：Mr. Samiev Sanginmurod） 

職場環境、業務

の状況 

・ ラボの化学分析機器は 1970 年代のものが多く、旧式。 

・ 資金不足のため、（地方の）水試料を中央ラボまで輸送できない。 

・ 環境報告書のまとめ方は旧態依然としている。 

対象とする水

域・水質 

・ 国境河川についても実施。 

・ 水域の階級分類法は旧態依然としている。 

研修で学んだこ

と、帰国後の取

り組み 

・ 研修後は、簡易測定機材の利用も取り入れている。 

・ 国家環境基準のなかった水質項目について整備を始めた。 

・ 研修で学んだことを参考にして、水質の硬化を電気伝導度、塩分濃度に

より相関比較するようになった。 

研修後の態度変

化 

・ 日本での研修中にあった水俣市の訪問を通して水質モニタリングの意義

を再認識し、人々の為にも水質調査を続けなければいけないと気づいた。

・ 日本の環境 NGO の取り組みも知り、今は自分自身が水質について伝える

努力をしている。 



 -15-

今後の提案 ・ ラボをフル稼働させたい。 

・ 国境河川など地方部ではどこでも測定できることを優先して簡易測定機

材も使用していく。 

・ 出来ればモニタリングの自動測定局も導入していく。 

・ 新しい方法・技術の導入や新しい試薬の利用（例：簡易な錠剤型のもの）。

・ 測定項目に優先順位を付ける。 

 

ウズベキスタン 

水文気象センター（発表者：Aynyu Golotyuk, Ms. Elena Zhuravleva）, 

同付属研究所（発表者：Mr. Bahriddin Nishonov） 

職場環境、業務

の状況 

・ 国内に 86 の測定地点があり、全土を網羅している。 

研修で学んだこ

と、帰国後の取

り組み 

・ 新しい機材に関する知識。 

・ データ蓄積と加工、簡単な分析に表計算ソフトウエアを用いること。 

・ 特に、項目間の比較について相関を用いてみること。硬化現象と電気伝

導度では強い正の相関があった。 

・ ガラス器具類の効果的使用方法。 

・ 紫外線を利用した COD 値の推定：2009 年 10 月よりタシュケントで開始。

これらはとても有効に活用している。 

・これらの知識や技術を同僚に伝える技術（方法）についても改善。 

情報共有、人材

育成 

・ 2009 年 2 月 26-27 日：帰国研修員向けフォローアップ協力により自然保

護委員会、大学、水問題研究所と合同でセミナー実施。 

・ 次回のセミナーではより高度な分析機材の使用や SOP、精度管理、実験器

具類の取り扱いなどラボ関連に絞って実施予定。 

・ 組織内外の若手研究者（ほかに灌漑研究所や大学などを含む）に対して

も試料採取方法、分析方法等研修を通じて覚えたノウハウを伝授している。

情報公開の仕組

み 

・ 毎月、主要な水化学的測定結果の報告のほかに、極めて汚染度の高いも

のについては報告書を提出している。ここでは前年同月比も載せており、

自然保護委員会に送られ、総合報告書に加工される。 

・ 報告書は、政策関係者をユーザーとして意識し、視覚に訴える表現方法

に努めている。 

・ 日本の経験に習って、インターネット上にデータを蓄積し公開を始めた。

モニタリングの

問題点及び今後

の展望 

・ 一部の越境河川地域の測定局を除き、技術的な立ち遅れがある。 

・ 精度管理が軽視されているため、データの質の改善が重要課題。 

・ 様々な機関が行っている手法の統一化。 

・ 表流水質に係る統一データベースの構築。 

・ 手法や分析機材の改善。 

・ 専門性を高める訓練機関の設立。 
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自然保護委員会（発表者：Mr. Bobir K. Akhmedjanov） 

組織の概要 （略） 

帰国後の取り組

み 

・ シルダリヤ川とアムダリヤ川に水保護地域を設定する法案成立（2007 年

2 月）。この地域は定期的に水質を調査し、汚染源となりうる危険な施設の

撤去を始めている。 

研修で学んだこ

と 

・ 日本の水質モニタリングに係る法律、アセスメントの方法、GIS の技術、

水質測定結果の統計学的結果分析方法など。 

・ これらは、地方を含めた水質モニタリング担当者や事業所への査察官を

対象にワークショップを通じて情報を提供した。ワークショップでは、企

業の排水処理技術（アサヒビール(株)名古屋工場の事例）も紹介した。 

JICA への要望 ・ 可能ならば無償資金供与枠で、自然保護委員会並びに水文気象センター

の地方の測定局への機材供与をお願いしたい。 

・ 技術的指導も受けたい。 

科学アカデミー水問題研究所（発表者：Mr. Farrukh Shaazizov） 

組織の概要 （略） 

研修で学んだこ

と、帰国後の取

り組み・改善事

例 

・ 測定結果をデータベース化し、特にいくつかの化学分析項目については

他の機関でも使えるようにし始めている。 

・ 他の帰国研修員らと協力してワークショップ開催に至った。機材の供与

を得るなど活動を展開することもできた。 

・ 研修では新しい情報や新しい分析機器による手法、パソコンを用いた統

計解析などを学び、それをアクションプランに反映したことによって職場

への還元が実施できた。 

・ 十分な資金を確保できていないため近代的な分析機器の導入はまだ達成

できていない。 

改善事例としては以下の 3点。 

・ 試料の採取、輸送、保管方法が厳格に守られるようになったこと。 

・ データ加工、計算、グラフ作成等はこれまで手入力・手描きで行われて

いたが、パソコン及び表計算ソフトの導入により殆どの職員の間で改善さ

れたこと。 

・ 大学等での講義への活用。日本の研修で習ったことを伝達（水質モニタ

リングとその情報システム、上下水に関する情報、処理技術等）。 

今後の国際協力

のあり方（展望） 

・ 日本の専門家、中央アジアのこれまでの研修員と共に国際セミナーや会

議を開くこと。 

・ 中央アジア地域の水質モニタリングに係る共同調査（無償）プロジェク

トの実施。 

・ 近代的な分析機材（の入手）、当該分野の若手職員の研修。 
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JICA に期待する

技術的支援 

【テーマと方法】 

・ 年ごとなどの情報発信等による水質モニタリング関連の新しい技術・手

法の紹介。 

・ 科学的・実践的なセミナーや会議等による中央アジアの水質と環境モニ

タリング状況の把握。 

・ 現状を踏まえた法規制制度の開発による中央アジア地域全体の法や規制

の枠組み、標準の確立。 

 

キルギス 

水文気象庁（発表者：Ms. Liudmila Kanygina） 

帰国後の取り組

み 

・ 日本での研修で学んだ内容は帰国後、センター内でセミナーを実施した。

しかし、学んだことを実践するには、機材が古い（1950～1970 年代のもの）

ためすべては実現できていない。 

・ このほか、今までの水質分析結果をパソコンに入力し、表計算ソフトウ

エアでグラフ化できるようにデータを整えた。 

・ インターネット上では水質と放射線のデータを載せている。 

問題点 ・ 過去には国内全土から水域 54 地点のモニタリングを実施していたが、現

在は予算不足のため、チュー川の 10 地点のみをモニタリングしている。 

・ 予算不足から計画縮小が進行し、今年になってから毎月実施していた

サンプリングを年 2 回に減らした上、遂にそれも滞るようになってしまっ

た。現場に行く車両のガソリン代が捻出できなくなっている。 

環境保護森林庁（発表者：Mr.Turarbek Sadykbekov, Ms. Svetlana Yanova, Ms. Ludmila

Nishanbaeva, Ms. Tatiana Suchikova, Ms. Jibek Sultanalieva, Mr.Nurlan Abdykalykov） 

職場の近況 ・ISO17025 の認証を取得した。この認証取得にあたり手順書を作成した際に

は、職員の人材育成の方法として JICA 研修で習ったことを取り入れた。 

研修で学んだこ

と、帰国後の取

り組み・改善事

例 

・ 試料採取方法及び運搬方法の見直し：GPS を用いた正確な地点確認、保冷

バッグ、冷蔵庫、サンプル保管状況についてのテスト。 

・ 試料の前処理の手順。 

・ 水質分析に係ること。 

・ 精密な測定・分析をする：検量線をパソコンで作成、データのまとめか

た、自動滴定の実施、マイクロピペットの利用。 

・ ホームページ（www.nature.kg）を通じた情報の普及：分析結果のグラフ

化、マップ化、標準偏差を求める。 

その他の取り組

み 

・ 水質の状態を探るのに生物学的モニタリングも導入。 

・ 他の機関のラボとも連携を図る（水文気象庁等）。 

問題点 ・ 資金不足、特に車両の不足、近代的な機材・設備の不足。 

・ 移動測定局のないこと：具体的には、非常時に活用できるような携帯可

能な機器類。 

アクションプラン上の問題点というよりは、組織内の管理上の問題である。
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地質・鉱物資源庁（発表者：Ms. Asel B. Satybaldieva） 

研修で学んだこ

と、帰国後の取

り組み・改善事

例 

・ 鉱山排水や跡地の地下水などの金属イオン分析に新しく原子吸光分光光

度計を導入したが、研修で操作を学んだことが役立っている。 

・ パソコンを用いたデータのまとめ、分析、予測。 

・ 精度管理を身近なところから行うこと（ガラス器具類の秤線確認、マイ

クロピペットの利用）。 

 

カザフスタン 

水文気象庁（発表者：Ms. Olga Gerasimova, Ms. Nina Saturnovna, Ms. Bakytgul Mustafina, 

Ms. Victoria Gildebrandt, Ms. Bespalova Raisa, Mr. Serik Ibrayev, Mr. E. Tursunov）

研修で学んだこ

と、帰国後の取

り組み・改善事

例 

・ 各分析項目について分析の手順書を作成。 

・ 特に新人に対して写真入りのマニュアルを作成。 

・ 非常に有害な物質の分析については気をつけるべきこと、機材その他を

記し、記録簿もつけるようにした。 

・ 測定結果の不確かさについてどのように扱うか、教材を作成。これは毎

月、全ラボを対象に実施している技術研修やセミナーで活用している。 

・ これらの内部セミナーでは水環境モニタリングの業務全般にかかる品質

管理という観点から日本だけでなく他国の事例も含めて手法を比較し意見

交換を行った。 

・ 学校を対象とした表流水質モニタリングの講義も実施した。 

・ 職場内でまず導入したのは試料（地点）の選定や保管の方法の改善。現

場で研修を行いながら情報共有した。ヌラ川などをフィールドとして実施。

・ 機器測定に対数の導入。 

・ 環境局（Department of Ecology）のジャヴィク・カスピ支所に対し、研

修を実施した：「廃棄物及び生活排水の処理技術」、「重金属特定のための近

代的分析機器」 

・ 分析に表計算ソフトウエアや MS-Access を導入し、内容を深めている。

その他の活動 ・ ウラル川の水質について 5段階の水質汚染指標を設けた。 

・ JICA 技術協力プロジェクトでヌラ川流域の水質改善をテーマとして日本

から別途、水銀分析機材の供与を受け、4名の技術者が日本で研修を受けた

ことにより、若手の教育が進んだ。同じ試料を現場と日本の国立水俣病総

合研究センター（NIMD）とで分析・比較したところ、その精度は NIMD の水

準に並んだことが実証された（高い相関があった）。現在は更に研究を深め、

季節変動を考慮したモデルや地図情報とのクロスによる濃度マップの作

成、報告書作成方法などに取り組んでいる。 

問題点 ・ 水文気象庁のラボ及び学校以外の機関への普及はまだ十分に行われてい

ない。 

・ 水文気象庁においても、特殊な機材が無いことなどから日本で得た技術

全てが実行に移されている訳ではない。 
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環境保護省（発表者：Ms. Nitalina S. Aitkul, Ms. Turgunov A. Bakhitzhan, Mr. Nazarbekov 

K. Zhahanger） 

近年のラボにお

ける変化（研修

員は帰国後の取

り組みと認識） 

 

・ 各帰国研修員のラボに液体クロマトグラフ、X線分光計、携行型水銀分析

計、電子顕微鏡など順次新しい機材を導入している。 

・ 全てのラボが ISO17025 の認証を取得した。一番手は 2007 年に取得。 

・ ISO17025 の認証取得により、ドイツからの機材援助も受けるなどして

（例：HACH 社の分光光度計）、職員の技術訓練も進んでいる。 

・ 帰国研修員による経験の伝達。 

・ 表計算ソフトウエアを使った検量線の作成。 

・ ラボ間での分析結果の比較。 

・ 試料の輸送に保冷バッグを使うようになったこと。 

・ 全てのラボには移動測定車両を配備。 

・ 毎年、新人研修で環境配慮型ラボと品質向上について取り上げている。

・ 国家の水質会議や ISO 関連会議の中で、分析の精度、データの質が問わ

れている。こうしたこともあり技師の約半数は何らかの形で研修を受けさ

せているほか、データの不確かさを確かめる為にパソコンをもっと用いて

研究を行っている。 

・ 水質モニタリングに係る手順書の作成も進めている。 

問題点 ・ ラボにおける専門的な技師の不足：まだ機材や人員が不足。 

・ 高品質な化学試薬やガス（アルゴンやアセチレン等）の不足：国内で生

産されていない。 

その他 ・ 省令により環境基金を設置し、その資金は環境保護と測定局の向上のた

めだけに用いられており、水域管理手段として有効に機能している。 

・ カザフスタン国独自の方法標準化の検討が進められている。 

 

3-5-3 全体討議（行動指針作成に向けた討議） 

各国組織の発表後、1930 年代からの長い水質モニタリングの歴史を踏まえつつ、これから新し

い体制に変えていく為に導入すべき技術について、ハード面だけでなくソフト面についても議論

が行われた。 

日本の研修を通して学んだ分析の精度、品質を踏まえ、それを国際標準レベルに高めること（具

体的には ISO17025 の認証取得を目標とする）、中央アジア地域での分析手法の統一化を提案する

こと、国際河川の共有を踏まえて更なる地域間協力の推進（技術的なワークショップの共同開催）、

JICA へのさらなる支援の要請、などが取り上げられた。 

 

3-5-4 調査団員による発表の概要 

(1)南川団員 

過去 5 年間の研修を通して参加した研修員の組織の状態を背景として研修員が研修で認識し

たこと・習得したことを研修実施機関の立場から総括した。僅か数年の間に実際に習得した

ことが同僚にも普及され、改善とその定着が見られたことは特記に値すると述べた。今後の
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方向性としてはさらに分析データを活用し、地域間の計画策定や気候変動の予測なども見据

えたデータベース化や視覚化を提案した。そのためにも遂にサンプリングが中断してしまっ

ている事情もあることに鑑み、まずは簡易法でも良いからモニタリング自体を継続すること

や、それと携帯電話の通信システムを組み合わせた低コスト型自動測定の可能性などを提案

した。様々な関係者が活用するデータベースにしていくことにより、水質モニタリングの有

効性と品質を高め、さらには位置づけ自体を高めていくことを奨励した。 

 (2) 水野団員 

カザフスタンにおける JICA「ヌラ川流域水銀環境モニタリングプロジェクト」で現場指導し

た経験を元に、化学工場跡地からの水銀の混入による周辺運河の水質汚濁対策事例を紹介し

た。本格的な水質浄化のためカザフスタンは世界銀行に支援を要請中であるが、そうした理

由もあり、水文気象庁には更なる専門的な環境監視と水質分析が求められている。そのため、

同プロジェクトではサンプリング地点の選定方法の見直しや、分析結果にブレが出ないこと

を実証した上でサンプリング頻度を効率的に減らすなどの見直しなどを行ったことを紹介し

た。この他、“意味ある測定計画の実践”として、必要に応じて河川水だけでなく、関係する

土壌や底質の分析も奨励した。これらは参加者に、限られた予算で最大の効果を挙げる方法

の事例としても認識された。 

 

3-5-5 決議文 

帰国研修員がセミナー初日に討議した結果は次の決議文にまとめられ、今後、更なるレベルアッ

プ（具体的には、ISO17025 の認証取得及びそれに基く業務の実践）と、地域間協力の維持・拡大

を宣言内容とし、参加者が署名した。以下は決議文の内容である。 

 

中央アジア水質モニタリング研修 帰国研修員全体会議 決議文 

2009 年 10 月 8 日 

ビシュケク 

 

 我々帰国研修員 24 名は国際協力機構（JICA）が行った研修において経験と知識を実践するべ

く行動計画を協議した結果、以下の結論に至った。 

1. 帰国研修員は各人がアクションプランを成功裏に実施した。 

2. いくつかの参加国にあっては、資金不足や専門的な職員の不足などによりアクションプラン

の一部実行が困難である点も認められた。 

3. 研修に参加した全員が、他国からも専門的な経験を学ぶ機会を得た。 

4. 水質モニタリング分野において知見の交流をすることにより、相互理解と協力を深める。 

5. 現在、国家間で議論している諸問題について十分理解することが出来た。 
 

これらの結論を踏まえて本セミナーでは次の事柄を今後の展望及び解決の糸口と認識した。 

1. 各ラボの分析精度を確かなものにしていく為、すべての研修員のラボにおいて ISO/IEC17025
に則った方法の導入を図る。 

2. 各国のラボで得たデータの比較を可能にするため（中央アジア）地域間での標準を導入する
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ことにより分析手法の統一化を提案する。 

3. 帰国研修員を含めた水質モニタリングの専門家を対象とした地域研修を実施する提案を行う

為、JICA に支援を要請する。 

4. 定期的に地域内でセミナーを開き、そこで日本の経験、知識を紹介してもらう。 
 

議長名 

書記名 

参加者一覧（リスト、署名欄） 
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第 4章 総括 

 

4-1 アクションプランの実施状況 

アクションプランは、前章の調査結果として記載したように比較的高い割合で実施されている。

個別に回収したアンケートの結果においても、「Q.10 アクションプランに述べたことの実行状況」

の設問に対する 3段階の回答で「部分的に実施した」が過半数、また、間接的な設問であるが「Q.8-2  

研修の影響（成果）を何らかの形で業務に活かしているかどうか」の設問でも過半数が「してい

る」と回答している。 

資金的あるいは人材面での不足も多い中ではあるが、サンプリングなど基礎的な作業の見直し

や、作業手順などの管理面の統一化、また、データ面の加工など身近なところから積極的な改善

を導入し、成果を挙げている。 

それでもなお「研修成果を現在の業務に活用出来ていない」とする内容の大半は、日本と同等

の機材がないためとする回答が多かった。しかし、それを解決するために機材の調達を検討、準

備している組織も認められた（ウズベキスタン水文気象センターなど）。 

 

4-2 全体としての課題・ニーズ 

経済発展によってラボの機材が順次整備されているカザフスタン、現状のラボ環境で精度管理

システムの構築を通じて ISO17025 の認証取得を国が奨励しているキルギス、環境保全の重要性は

認識されつつも水質モニタリングに対して十分な予算が配分されず援助に依存しているウズベキ

スタンおよびタジキスタンと、国ごとにラボを取り巻く状況は異なっている。 

そうした状況の中でも、実行可能な分析値の精度向上を目的とした研修の成果は、程度の差は

あるものの帰国研修員の努力もあり組織として定着しており、分析精度のさらなる向上のための

課題も適切に把握されていた。 

キルギス環境保護森林庁のラボ視察の際に、スタッフから質問のあった、「分析結果の不確かさ

（化学分析において真の値を求めることは不可能であるため、ISO17025 では真の分析値がある確

率（85%または 90%）で存在する範囲を示すよう要求しており、これを「分析の不確かさ」と呼び、

通常○○±○と記載する。）」の計算は、ISO 認証取得に付随する課題であり、今年度から予定さ

れている研修において取り組むべき課題と思われる。 

また、ウズベキスタンでは、帰国研修員の提案により、水質保全区域が設定され、水質汚濁源

が撤去されるといった排出者に直接働きかける政策的な取り組みに至った例もあった。 

日本の研修によってノウハウを掴み、“自立”の兆しの見られる組織においては、次の 5点のニー

ズをまとめることができ、日本との関係を「教わる」相手から「共に実施する」パートナーとし

て見るように変化してきていることがわかる。 

 

＜具体的に調査時に聴取できたニーズや声＞ 

• 若手の専門性能力強化には引き続き本邦研修の機会を活用したい。 

• 本邦研修の次は、自国や中央アジア地域における調査・分析研究等を日本と共同で実施

していきたい。 

• 日本側に対する期待は、指導してもらうというより共同で進めていく中から技術的な



 -23-

ヒントなどを吸収していく存在としてイメージしている。 

• 中央アジア地域で共通した標準や手順（できれば国際標準に準拠するもの）を確立し、

情報交換・共有に活用したい。 

• 今回のようなフォローアップの企画を今後も中央アジア地域で実施、維持して貰いたい。

本邦研修では参加資格要件等の制約を受けやすいが、国内あるいは第三国で実施する分

については条件が緩和されるという期待もある。 

 

その一方、環境政策策定部門に対して提出される、政策決定に活用される情報として利用しや

すいモニタリングデータの提供については、定型化されたモニタリング報告書の書式に関する強

い制約（ウズベキスタン）、モニタリング実施機関と政策策定機関の所属省庁の相違（キルギス）、

帰国研修員の職務範囲外（カザフスタン）といった理由により期待された成果は得られておらず、

これらは 2009 年度からの本邦研修に対する課題となった。今後の研修においては、分析精度の向

上のみならず、分析されたデータの利用拡大を念頭に置き、分析担当者とデータを利用する行政

担当者を対象にした研修内容を展開していくことで、将来的な報告書書式の緩和を目指していく。 

さらに構造的な課題としては、水質モニタリングに係る公務員・技術者の給与が低賃金である

ため新たな応募者がないこと（キルギス水文気象庁）や、民間等に転職してしまう者も一部ある

こと（カザフスタン、ウズベキスタン各水文気象センター）が挙げられる。キルギス水文気象庁

の水質モニタリング分野に所属する 3名の担当職員は 60 歳以上と高齢化しており、研修で学んだ

技術を継承してもらう対象が確保できていない。水質モニタリング業務従事者の専門職としての

地位向上もまた課題といえる。 

また、キルギス水文気象庁では予算不足により水質モニタリング業務の一部が中断しているが、

モニタリングは継続的な観測が基本であり、データの欠損は長期的な水質変化の検証が困難にな

る。したがって、予算不足の状況下で最低限のモニタリングをどのように実施するか、柔軟に考

えていくことが必要である。 

 

4-3 本邦研修参加による JICA への帰属意識とモチベーションの高まり 

一部の帰国研修員は、帰国後の昇格等によって所属組織の長も兼ねるようになった。またカザ

フスタンからは水文気象庁から参加した研修員の所属長も本セミナーに参加し、本邦研修の位置

づけが各国の水質モニタリング現場において業務の一環としても共有されていることが確認され、

研修のジェネラルインフォメーション（G.I.）に掲げられている上位目標(研修を通じて高めた分

析精度の水準を組織全体で共有し、さらに組織を通じて国全体へ広めること)が徐々に達成されつ

つあると言える。このように良好な体制が構築されているので、JICA及び日本の関係機関側にし

てみれば、今後も帰国研修員個人の動向だけでなく組織の活動状況に関する情報も得やすい環境

となっている。つまり、これまでのように帰国研修員本人だけが研修の成果を持ち帰り実施する

という形態ではなく、所属組織のJICA研修への理解が広まりつつある今日では、組織をあげて今

後の本邦研修成果の普及、定着に係る活動に、好意的な協力も十分に期待できる。 

また、ウズベキスタンでは複数にまたがる組織の帰国研修員らが合同で水質モニタリングセミ

ナーを開催されている。これは JICA 帰国研修員同窓会の活動としても認められ、ニュースレター

の発行の支援を受け、帰国研修員を対象とする機材供与申請なども活発に行われている。この取

り組みをウズベキスタンが発表したことにより、他国研修員にも帰国後の活動を展開する上で発
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奮材料となった。今後も日本・JICA と連携していきたいという気持ちがあり、現状では同窓会組

織を活用していく意向が確認された。 

 

4-4 今後の支援体制に係る提案事項 

2009 年度以降、後続案件として実施される「中央アジア地域を対象とした水質モニタリング研

修（本邦研修）」は、関与する機関の裾野を広げて水質モニタリング体制を整備し、モニタリング

業務自体の地位を向上させるために今後も実施していくことが期待される。 

そのためには、（若手職員の）調査・測定・分析に係る技術訓練的な要素も引き続き重要ではあ

るが、水質モニタリングの結果が国内・地域内の環境保全政策に活用され、実際に環境改善につ

ながることが大切である。すなわち、環境改善を担当するデータユーザーの立場からの視点を現

行のモニタリングシステムに加え、水質モニタリングシステムを総合的な環境保全政策の支援

ツールとしていくことが求められる。2009年度以降の本邦研修ではこの点に留意し、継続したデー

タを収集・蓄積するという根本を踏まえつつ、より安価で効率的なシステムを提案し、インター

ネットを介した情報公開・共有により中央アジア地域、ひいては国際的な標準に載せられる方向

性を示していくことが必要と考える。 

なお、段階的に中央アジア諸国の水質モニタリングの内容が充実しれば、日本に対しては自分

たちと対等のパートナーという関係を求めるようになると思われる。よって、これまで以上に現

地の事情（経済社会体制だけでなく、気候風土的な側面についても）に精通した専門家による親

身な協力内容を準備することが必要となろう。一方で、依然として資金的支援、機材供与といっ

たハード面の支援も期待されていることをどのように整理していくか検討していく必要もあろう。 
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添付資料 1-2 クエスチョネア(所属先組織用) 

Questionnaire for the Organization of the Ex-participants of the training course 

in “Water Quality Monitoring for Central Asia in 2004-2008” 

(Please submit by 28th September by E-mail to ___________@jica.go.jp) 

 

 

[I Organization Profile] 

1.  Name of the Organization:         

2.  Name of the Respondent: (Family name)   (Given name) 

   (Mr. /Ms.) 

3.  Name of the Department you belong to:      

4.  Your position:     

5.  Which year did you send the JICA training participants for Water Quality 

Monitoring Course? (Year)     

6.  How do you usually contact to the ex-participants: 

a) Contact / meet 

regularly 

b) Contact just before 

and after the training 

course 

c) Not usually 

7.  Your current e-mail:   @    

 

 

[II General issues on the Human Resource Development System in your Office] 

8.  How often does your office have the opportunities to send your staffs for the 

training course to abroad? 

a) Just 1 or 2 times or 

person(s) in a year 

b) 3 –5 times or people 

in a year 

c) 6 times or people or 

more in a year 

 

9.  Is there a duty for ex-training participants to report or give something back to 

your organization after finishing the training abroad? (Please tick “X” or draw 

line(s) under the item(s) all that apply.) 

a) Yes b) No    (  Jump to Q.10) 

 

SQ1) If the answer above is Yes (“a”), how are the methodology? 
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Reporting (give something back) 

Method 
Deadline (approximately) 

  

  

  

 

 

[III Present Situation after Returning of JICA Ex-participants] 

10. What did this time’s ex-participant(s) do after coming back? (Please tick “X” or 

draw line(s) under the item(s) all that apply.) 

a) 
Submission 
of the report 

b) In-house 
presentation 

c) Official 
seminar/ 
workshop 

d) Others 

e) Didn’t do 
anything 

(  Jump to 
Q.11) 

 

SQ1) How were they successful in the reporting activities? (For example: number 

of attendance for the presentation/ workshop, etc.) 

 

 

11. Do you find any progress in the ex-participants? 

a) Yes (in specific:     ) b) No 
 

12. Do you find any change in your office/ laboratory before sending JICA training 

participant(s) and after their coming back? (Please tick “X” or draw a line 

under the item that applies.) 

a) Yes b) No (  Jump to SQ5) 

 

SQ1) If Yes (the answer is “a”), please describe the “change(s)” in detail: (Please 

fill in each cell where applies.) 

Improvement 

Type of Effect 

Technical Systematic/ 

Management 

Tangible   
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Intangible or 

non-specific 

  

 

SQ2) How much do you think the office’s/ laboratory’s situation has been improved 

with the JICA ex-training participants activities, comparing to the previous 

situation? (Please tick “X” or draw a line under the item that applies.) 

a) Less than 
20% b) 20-40% c) 40-60% d) 60-80% e) more than 

80% 
 

SQ3) Any comments/ reasons:  

 

 

SQ4) Do you find any secondary effect of participation to JICA training course, to 

the office/ laboratory? (Please tick “X” or draw a line under the item that 

applies.) 

a) Yes (in detail:     ) b) No 
 

SQ5) If the answer in the Q.12 is “b”, let us know how you evaluate the effect of 

training:  

 

 

13. As long as you concern, to what extent do you think this training course on Water 

Quality Monitoring was important to your office/ laboratory? (Please tick “X” or 

draw a line under the item that applies.) 

a) Very 
important 

b) Somewhat 
important c) so-so d) Not so 

much  e) Not at all 

 

SQ1) Any comments/ reasons:  
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SQ2) If the answer in Q.13 is “a”, “b” or “c”, which specific subjects or topics were 

notable?  

 

 

14. Are you sometimes asked for advice by the ex-participant(s) regarding on the 

technology transfer of that they have gained in the training? 

a) Yes b) No (  Jump to Q.15) 
 

SQ1) What are the contents and what kind of advise do you provide them? 

 

 

 

[IV Enhancement of the Capacity Development on Water Quality Monitoring] 

15. Please mention what is the next challenge(s) for improving the current water 

quality monitoring system in the office or your country. Please list them up as 

much as you think. 

 

 

16. What kind of information or technical assistance do you want to get regarding on 

the water quality monitoring issue? (Please fill in each cell where applies.) 

General/ administrative/ process Technical/ specific 

1) 1) 

2) 2) 

3) 3) 

X. (no specific requests) 
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SQ1) Just for reference, what kind of analytical equipment does your office want to 

introduce more? And for what purpose? 

Analytical equipment which your 
office wants to introduce 

Reasons/ purposes 

  

  

  

 

 

[V Relationship with JICA through training courses] 

17.  Do you sometimes contact to the JICA regarding on the training courses? 

a) Yes b) No (  Jump to Q.18) 
 

SQ1) If the answer is Yes (= “a”), how often and what do you talk about with JICA? 

Frequency: 

 

Contents:  

 

 

18. To JICA, what kind of technical assistance do you expect, on behalf of your 

(current) office? Please describe the detailed theme and methodology from your 

point of view. 

(Note: You can feel free to answer even if your expectation is beyond the scheme 

of training course.) 

Theme Methodology of Technical 
Assistance 

  

  

  

 

 

Thank you very much for your cooperation.  



添付資料2-1アンケート結果集計票（帰国研修員）

0．国名 TJ TJ TJ TJ TJ TJ KG KZ KZ KZ KZ KZ KG KG KG UZ UZ UZ UZ UZ UZ

1.所属
タジキスタン政府付属環
境保全委員会

タジキスタン政府付属環境
保全委員会

ハトロン州疫学衛生管理
センター （保健省管轄）

Vodokanal（水供給・下水処理会
社）

フェルガナ盆地水資源総合マネージメント」
プロジェクト

水門気象庁 環境保護森林庁イシククリ州環境保全局 水文気象庁アルマティ市水文気象センター
水文気象庁西カザフ
スタン水文気象セン
ター

環境保護省北カザフスタ
ン州環境保全局

環境保護省トビル・トルガンスク環境局検査分析管理部
水文気象庁カラガンダ水文
気象センター

水文気象庁
環境保護森林庁
ジャララバード地域間環境局

地質・鉱物資源庁 ウズベキスタン自然保護委員会 水文気象庁 水文気象庁 水文気象庁付属研究センター 科学アカデミー水問題研究所 科学アカデミー水問題研究所

2.個人名 Mr.Sherov Khasan Ms.Rozya
Mr.Khudoiberdiev　Khakim
Kucharovich

Mr.MALAKHOV Dilshod
Abdulloevich

Ms.KHAKIMOVA Matryuba Yakubdzhanovna
Mr.SAMIEV Sanginmurod
Boevich

Ms.Akmatova Rahat Kurmanbekova Ms. OLGA Li Bin-Chin
Ms. GVOZDEVA Nina
Saturnovna

Ms. TURGUNOVA
Bakytzhan Agibaevna

Ms. NITALINA Aitluli Suleimenovna
Ms. MUSTAFINA Bakhytguli
Tanyrbergenovna

Ms. Liudmila Kanygina Ms. Ludmila Nyshanbaeva Ms. Asel Satybaldieva Mr. Ahmedjanov Bobir Ms. Golotyuk Aynyu Ms. Elena Jaravlyeva Mr. Nishonov Bakhriddin Ms. Dildora Mahmudova Ernazarovna Mr.  Shaazizov Farrukh Shoakbarovich

3.参加年度 2008 2008 2006 2007 2005 2004 2004 2005 2008 2004 2004 2007 2004 2008 2008 2006 2004 2005 2007 2007 2007

4/5.所属部門と職務 職務
大気利用保全モニタリン
グ部　主席専門家

分析検査センター　チーフ センター長/主任医師 Vodokanal の下部組織　役員 タジキスタンナショナルオフィス副所長 水化学ラボチーフ 管理監査部専門家
 物理・化学的分析方法グループ主任環境
エンジニア

化学ラボ化学ラボ
チーフ

検査分析管理部部長(ラ
ボ)

チーフ 化学技師
表流水汚染観測部部長、
1995.3～

環境モニタリング部長、2004.6～
中央ラボ　化学分析班化学技
師、2008.1～

主任専門員
水質汚濁モニタリングラボ　主任
2003.1～

CMZ KRFXMAラボ　主任
2008.3～

環境汚染調査予測部門 地表水質調査
実験室長、2009.10～

水文学・水化学ラボ　上級研究員
2006.1～

水工学・水力ラボ長、2008.1～

a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ) いいえ ○ ○

6-SQ 1) 「はい」の場合、どのような関わりです
か。また、「いいえ」の場合、なぜですか？

 経済活動で水を利用す
る様々な施設の検査業
務。企業・政府に対し
て、環境対策を提言す
る。

現在に至るまでこの部署に
勤務しており、私の仕事は
水質監視の諸問題に関係
があるから

水道等の水供給システム・
貯水池等の検査、水の物
理・化学的検査、細菌検査
を実施している。研修の成
果を踏まえて業務の改善
計画をたてている。

 水によるウィルス性疾患を防ぐた
めに、安全な飲料水供給を行い、
かつ排水処理と消毒を行ってい
る。

 職務として、環境保全に関する問題の検討
と解決、水質分析、社会的弱者層への飲料
水供給、水利組合の立ち上げと指導、プロ
ジェクト地域の環境モニタリングを行っている

水化学ラボ及び環境モニ
タリングセンター内の表流
水汚染と放射農汚染モニ
タリングラボは、国中の水
源からの水試料サンプリン
グと水の化学分析に責任
を負っている。

現在の職務は水質モニタリングとは関係していない。定期的な
人事異動のため管理監査部に所属している。また、住居が
Cholpon-Ata市にあるが、職場はKarakol市にある。

 地表水に重金属が含まれているかどうか
分析する

 所属ラボは西カザフ
スタン州の表流水の
汚染モニタリングを
行っている。

所属ラボは、表流水、地
下水、排水の水質分析を
実施している

-アクトベ州の表流水の水質検査実施(毎月)
-水試料を含む,環境モニタリング試料のラボ内での分析の実施

 所属するラボは、表流水の
汚染程度のモニタリングを
行っている。 ・表流水の水質観測、サンプ

ル分析、データまとめ、水質
情報の発行。
・新しい分析手法、分析機材
の導入

・地表水の水質調査、
・排水のモニタリング

・各地から送られてくる水資料の
分析、
・分析結果を地下水保全班に提
出（→同班でもさらに水質分析
が行われる）

職務は主な水路と汚染源のモニ
タリング。その結果は自身で分
析・まとめて検査機関（State
Specialized Inspectorate of
Analytical Cntrol/SSIAC）に提
出される。このデータは最終的
に政府に出され、省庁から様々
な参考資料として活用される。

職場では国内全土の表流水質分析
を行っているため

KRFXMAでは水質中のHg、重
金属、有機塩素系農薬の分析
を実施しているので。

・表流水質分析
・底質及び魚類についても分析

MS-Excelによるデータ加工

当該ラボでは現在、水源の堆積許容量に関する評価手法を無
償により開発する研究を実施中。この研究において水質も重要
項目として取り扱っている。この無償事業は3年継続で、これま
でにはそれぞれの水源における技術的仕様と水分析に関する
情報がｄｂ化された。このｄｂはGIS技術に基づき、水質モニタリ
ング要素も反映されている。ｄｂの創出のために水試料を得るに
あたり研修で習ったような知識と要求される方法を用いて行っ
た。さらに、自分はほかにも高等教育研究所で働いているの
で、日本の水質モニタリングシステムや排水処理施設の水工学
的なことについて講義を行っている

a) たいへん大きな成果があった 　 ○ ○ ○ ○ ○

b) 十分な成果があった ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
c) 多少は成果があった ○
d) あまり成果はなかった
e) 全く成果がなかった

7-SQ 1) 上記の答えについての理由を説明して下
さい

 関係機関の情報が総
括的にまとめられてい
た。河川の水質モニタリ
ングの自動化。

ラボで行われる日常的な
水質検査、水質モニタリン
グの自動化、最新の機
器、ラボの分析の精度の
高さについて知ることがで
きた。

 良好な自然環境を保つために日
本人全体が努力しており、また汚
染水が海洋に流れ込まないため
の方策がたてられていることを知
ることができたから。

 灌漑用水の浄化法、灌漑用水の再利用、
土壌塩化対策を学びたかった。農村地帯用
の廉価な浄水装置についても知りたかった。

日本の水試料分析技術は
タジキスタンのものとは
違っている。日本の分析技
術を取り入れたいが、私の
ラボには必要な機材がな
い。

 所属組織と日本の環境モニタリングの手
法を比較し、カザフスタンのモニタリングに
は改善する余地が多いということが分かっ
た。

 日本で学んだ知識
が、前以上に求めら
れているから。

 日本の環境基準が明確
であることに感銘を受け
た。

水質分析、実験の質を向上させるために、以下の課題を見つけること
ができたから:現代的なラボ機材の整備、ラボ分析の質的管理システ
ムの導入、　　水質分析を含む環境モニタリング実施手順の改善

 地域住民が水質や大気汚
染に関心を持っていること
が理解できたから。また産
業廃棄物及び生活廃棄物
の再利用について知ること
ができたから

自身の専門的レベルが向上
した

自身の専門領域について幅広く新しい
知識を得ることができた

自然水と排水の分析のための
最新技術と機材を学ぶことがで
きたから

日本での経験は水質モニタリン
グ、データ分析、解析手法の技
能を高めてくれた。また日本の
水に関する行政組織についても
学んだ。

①日本における環境保全のための
法規制制度や行政的管理体制につ
いての基本的事項について理解す
ること②水質モニタリングの実行の
ためのシステムを学んだこと③分析
結果の統計学的分析手法と精度向
上に関する手法の適用

研修では水モニタリング関係の
問題について認識させてくれ
た。機材の整ったラボと自動で
採水からデータ加工まで行う自
動測定局はIndelibleな印象を受
けた。研修で得た知識は自分の
専門性を高めた。

・日本の環境保全政策及び管理システ
ムについて学んだことが役立った：とり
わけ、水質汚濁監視と汚染防止策につ
いて。
・表流水のモニタリングに使われる近
代的な機材について学ぶこともために
なった。

N.A

①水質モニタリングに係る新しい技術や化学組成を定量する新
しい機材がわかるようになった②ラボ環境における水の化学分
析について十分に教わった③研究結果の統計学的手法につい
て必要な知識を得た④これらの結果われわれが行う一般的研
究には上記すべてが反映されている。

a) 水質保全に関する日本の法規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
b) 日本の包括的モニタリングシステ
ム

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
c) 試験所の機能・権限・器具類の配
置法

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
d) 計測・分析機器 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
e) 分析のノウハウと技術 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
f) サンプリング ○ ○ ○ ○ ○
g) 分析の前のデータ準備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
h) 適切な機器の選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
i) データ処理と評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
j) 職員の仕事の進め方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
k) その他 自動水質分析ステーション
a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ) いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8-SQ2) 上記で「はい」と答えた場合、どのように成
果を活かしていますか？

日本から持ち帰った標
準試料を仕事で使用し
た

帰国後、私はセミナーを実
施し、またトレーニングを
行った。自分の同僚たちと
学習プログラム資料を検討
し、自分たちにとって適切と
考えられる教え方を仕事の
中で取り入れた

ラボの職員を対象とした研
修を実施し、モニタリング
の新しい方法を取得できる
ようにする

日本で学んだ試料サンプ
リング法、データ処理と分
析法、河川の分類法につ
いて、充分ではないが可
能な範囲で同僚たちに伝
えている。

１． ラボの職員が使用するマニュアルの作
成
２． 環境政策についての仕事

 日本での研修で作成し
た、分析手法ごとの分析
手順書を作成した。また、
データの統計処理を実施
することで日常の分析精
度が向上した。

 日本の包括的モニタリングシステムに関して：環境専門家のキャリア
アップ講義で、「環境モニタリング実施の規則」について日本のシステ
ムとの比較を交えて講義している。計測機材について：環境保全省に
「機材整備要請」を申請し、その結果、ラボに最新検査機材が導入さ
れた。検査結果の分析と評価について：計測しても明確な分量を定め
ることができない物質の計算方法の評価

 データの統計的処理手法。
化学計測器具の管理法

①日本政府から技術援助有
り、新しい機材や器具が導入
されたことにより日本での研
修成果が活用できるように
なった。②KGの分析手法によ
り分析実施。

・ラボの職員の業務が変更、追加され
た
・試料の採取マニュアルが変更された
（必要に応じて写真撮影の追加。現場
で簡易分析を行い、さらにラボで精密分
析の実施。）

N.A.

物質の定量に際し検量線を（パソコ
ンで）作成するようになり、加藤講師
に習った相関方法による試験も行っ
ている。

N.A
機材を新しいものに更新した（分光光
度計、微量天秤、消音炉）

データ加工の際の統計学的手法とパ
ソコンソフト（MS-Excel）の使用

目下研究所では採水・採泥の新しい機材を得て、水の物理・化
学的組成を急速分析（→簡易測定）でいくつもの項目について
実施している。
試料の輸送に際してはすべての必要条件を満たすように行って
いる（具体的には、保冷バッグ）。データ加工に際しては統計学
的手法とMS-Excelを用いて実施している。若手職員には本人
の研究テーマによるOJTで手法を伝授している

8-SQ3) 研修で学んだ技術の中で、実際の仕事で
役に立っているものは何ですか？

 ソビエト時代の手法と日
本の手法を比較した。物
質の測定時間など。

日常分析の精度管理、水
の試料採取、水媒体の検
査データ分析

水のあらゆる化学分析の
できる最新の機械を購入し
た

 分析用試料のサンプリン
グ、水分析実施の的確さと
確実さ

 作成したマニュアルは、ラボの職員全員を
対象として毎月行われる学習会で大変役
に立っている。学生・小中学生を対象とした
講義・セミナーの実施。

六価クロム、亜硝酸イオ
ンの分析

 原子吸光分析法と分光光度分析法  原子吸光分光光度計につ
いての詳細な説明

N.A 分光光度計 MS-Excelを用いた検量線の作図 N.A
水質分析の標準作業手順を記したハン
ドブック（→SOP）の作成及び使用

N.A
①水の化学的組成の定量のための実験をしたこと②河川の水
理学的測定や水化学的分析について現場で教育指導をしたこ
と③現場見学（島津、浄水場、TZCなど）④統計学的データ加工

8-SQ4) 　SQ1で「いいえ」と答えた場合、それはな
ぜですか？

私たちの研究所には日本
にあるような分析設備はな
い。

上記で指摘した日本での学びを
活用したいと考えたが、残念なが
ら今のところ不可能である。現在
はセミナーを開催するにとどまっ
ている

 以前は土壌改良システムの建設、維持管理
を担当する水資源管理局に勤務していた。
水質問題と環境モニタリングに従事すること
が可能になったのは今年にはいってから。

組織再編のための人事異動で別のポストに就いた。また、2007
年から2008年にかけて産休に入っていた。

 活用したいと思った
成果を実際に導入す
るか否かは、私の権
限では決められない

非該当 非該当
職場が保有している機材では学
んだことが活かせない

なぜなら、日本や世界で使用さ
れている標準がウズベキスタン
のものと違ったため

N.A N.A N.A

9.　帰国後のJICA研修に対する満足度をパーセン
テージで表してください。

％ 100 100% 100 80 100 60 80 80 100 100 100 100 80 100 70 100 約100 約100 約100 約87 約90

9-SQ1) 上記に対する意見・コメントを記してくださ
い。評価できる研修項目、また評価できない研修
項目は何ですか？

 職員の能力の高さ。あ
らゆる領域で専門家の
仕事の精度が高いこと。
物質の分析に使用され
ていた機器は、わが国
で導入するには、価格
が高すぎる。

私見では、すべての側面が
評価に値する

研修コースの内容は、どれ
も興味深く充実したもの
だった。また中央アジアの
特性が考慮されていた。

 日本における飲料水供給の状
況、工業排水のハイレベルな処理
法を学ぶことができ、有益だった

 研修で学んだことは全て有益だった。ただ、
灌漑用水の水質と灌漑用水の二次利用、飲
料用水の浄化装置についても学びたかっ
た。

コース全体を肯定的に評
価している。特に、最新機
材を用いた水分析法を学
び、得られた結果を比較で
きたことと、適切な分析手
法の選択を学べたことが
良かった。

 全ての項目が高く評価できる

 ラボの機材の質の高
さ、サンプリング準備
と試料サンプリングの
方法、データの分析
処理法を高く評価して
います。

ラボの検査の質を向上させていくために、研修コースは全体としてとて
も有益だった。したがって、研修のどのテーマが有益であったかを特定
するのは難しい。

 「排水処理」「インターネット
を利用した住民への情報伝
達」を評価しています。

・自然環境保全のための日本
の行政管理手法と国の政策、
・日本の水質モニタリングシス
テム、
・通常のモニタリングシステム
と遠隔モニタリングシステム

N.A

①講義テーマ、実習内容がよく
考え抜かれたものだった②研修
自体の質が高く、かつわかりや
すかった③環境管理手法や最
新分析機材、市民団体によるモ
ニタリングを学んだ④研修中の
実習時間は短く、機材を使いこ
なすことができなかった

日本のラボは機材・器具がすべ
て整っていた。精度の高い正確
な分析や迅速な計測も。このこ
とが分析データの質を高め、評
価の高いものにつながるのだと
知った。

①測定結果を統計学的に解析する
のはとても面白かった②島津製作
所訪問も特筆すべき：環境の質管理
のための機材開発における最先端
の部分を知るところとなったので③
水質自動モニタリングに関する理解
も。総合的な意見が得られた。

実習はとても面白かった。研修
で得た知識は非常に貴重なも
のである。

・日本の環境保全政策及び管理システ
ムについて学ぶこと
・分析精度管理として行うサンプル採
取・前処理手法、水試料分析方法、
・日本の理解：人・文化・伝統・歴史・現
在の生活の面について。

研修で得たすべての資料はとても面
白く有用である

研修で得たすべての資料はとても面白く有用である。個人的意
見であるが、このような短い期間にJICAとICETTは総合的な情
報を提供してくれた。基本的にすべての研修項目がすべての研
修員にとって非常に役立った。しかし同時に、言いたいことは、
今後の参加者選考の際にはひとつの特定領域における非常に
専門性のある人材を、日本人専門家により選んだほうが良いと
思う。

a) はい、全て実行に移しました ○ ○
b) 部分的に遂行しまた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
c)いいえ、まったく実行していません ○

項目
日本における日常分析の
精度管理、水質検査法

試料採取、専門家研修、
分析誤差を測定するため
に標準試料測定を実施し
た。

職場でミーティングを行う度に、日
本での分析法について話をしてい
る。

1. 地域内の関係者との協力と情報交換
2. 土壌塩化問題への取り組み
3. 水利用管理システムの構築にむけた取り
組み
4. 飲料水供給

ラボが所有する機材が許
す範囲で、日本学んだ分
析法を取り入れるよう提案
している。

 ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの内、実施し、研修の成果を広
めた項目：日本のモニタリングシステム、い
くつかの技能

 アクションプランのな
かで実施し、研修成
果を広めた項目：日本
での学びをプレゼン
テーションすること

ラボに新しい機材とモバイルラボが導入されたこと
－環境保全中の保有する16のラボのうちの中核的ラボのひとつに質
的検査システムが導入された。また、「ラボに対する総合的要求」基準を満た
した。
－環境管理とモニタリングラボのスタッフのキャリアアップのための6コースを
組織した。
－８つの分析法の策定と評価に参加した。
1. 計測方法No.02-76-2004　水中のAZUR指標を用いた陰イオンの表面活
性物質の光比色法による測定。2005年2月11日付でカザフのGCI(カザフの
スタンダードのことか？)に登録された。
2. 計測方法No.AО-02-2004 市中の下水と、下水が放流される地点よりも
上流の河川地域、放流地点より下にある河川地域の水中のCODおよびBOD
の計測。2005年1月10日付でGCI № kz. 07.00.00335 ‒ 2005に登録された。
3. 計測方法№ 057784310412-01-2005　産業排水、及び生活雑排水に含ま
れる石油製品の同定。2004年12月27日付でGCI　№ kz. 07.00.00329-2004
に登録された。
4. 計測方法№01-37-2005　産業廃棄物中の全炭酸ナトリウムの同定。2006
年1月31日付でGCI № kz 07.00.00500-2006 に登録された。
5. 計測方法 №02-37-2007 大気中、工業地域、産業廃棄物中の有害物質
の全濃度を、ガス分析器GANK4を用いて測定。2007年12月4日付で、GCI
№ kz 07.00.00759-2007として登録された。
6. 計測方法МВI № 04-37-2009　水中のクロムの全濃度の測定。2009年6
月10日付でGCI № kz 07.00.00963-2009に登録された。
7. 計測方法№ 03-37-2009　産業廃棄物中の六価クロムの全濃度の光度計
による測定 2009年3月4日付でGCI № kz 07 00 00936-2009 として登録さ

 アクションプランのうち、実
施し、研修の成果を広めた
項目：職場の同僚たちと「ヌ
ラ川の水銀環境モニタリン
グ」をテーマにプレゼンテー
ションを実施した。

非該当

・セミナーの実施
・試料や物質の採取方法マニュアルに
変更を加えた
・日常的な分析精度の管理方法の導入

・試料採取時の留意点の遵守、
・標準分析作業手順書（SOP)の
作成、
・マイクロピペットの職場での使
用
・日常の分析精度管理、
・重金属分析

・サンプリングにおける手順の
標準化
・水質分析結果の精度管理
・Pascoで実施されていた水質モ
ニタリングにおけるGISの採用
・分析結果の統計的処理

・MS-Excelを用いた検量線の作成
・電気伝導度を使って鉱化を示す従
属変数を求めたりするのに加藤講
師に教わった（統計学的）方法を試
した

・機材に関する印象はラボ内で
共有している
・実習で得た知識は共有してい
る。重要なことは、サンプルに
関する選定・保存・運搬方法。
残念ながら我が職場では機材
購入・標準試薬・その他化学薬
品を購入する費用がないためこ
れらを実務に導入することがで
きない。
・分析と測定は高い精度が必要
である。帰国後、職場メンバー
に対して高い精度で分析するこ
との研修を実施した。
・ほか、MS-Excelを用いた検量
線の作成。

・帰国研修員同士で行ったセミナーに
参加し発表実施。（これは、JICA支援
により水問題研究所のDr. Faizievaが
中心的に実施したもの。）研修で得た
知識と経験を伝達する部分で講義と訓
練を実施した。
・研修で得た資料をもとに、タシュケント
灌漑MeliorationセンターのEcoGIS部門
の学生に対して水試料採取・分析の際
に用いる近代的な機材についての教
育的訓練を実施した・現在も実施中。

・帰国後、職場内で内容を知らしめる
セミナー実施
・フィールド調査結果の加工方法を用
いる

・帰国後に実施したセミナーでは：タシュケント灌漑・Melioration
研究所において以下の項目について講義を実施。海外で得た
経験としての｛水質モニタリング、設備構成とその機材選定方
法、廃棄物処分場の機能の原理｝、諸外国で用いられている新
しい技術。
・水試料の採取方法はラボでの業務で適用されている。
・データの統計学的解析も用いられている。

方法

環境保全委員会の全て
のメンバーを対象とした
学習会を実施した。日本
で得た資料（分析方法
に関するもの 提言 小

上記をテーマとするセミ
ナーを実施し、これらの方
法を日常業務に用いてい
る。

試料採取、分析結果の
データ処理

タジクの飲料水供給が少しずつ改
良される（ことにより、日本の良い
経験が広められる。）

1. セミナーにおける環境教育
2. 塩濃度モニタリング
3. 水利組合の設立、機能強化と財務基盤の
確立
4 農村部農民への上水普及率の特定と評

四半期（或いは半年）に一度実施される学
術・技術会議、毎日行われるセミナーの場
で。

講義と実習 全クロム、六価クロム、亜
硝酸塩の分析

N.A
プレゼン、講義、職場での実際
の活用（器具について）

･職場（自然保護委員会、
SSIAC、検査会社）においての
ディスカッション

－ N.A N.A 講義と現場見学により

64800　(タジキスタン・ソモニ) KZT120,000,000 (US$800,000) 非該当 200USD＝8000KGC 3,000USD N.A N.A N.A N.A N.A

＄ 15000 15000
ラボ機材整備に関する支出は国家予算によるもの。共和国予算によ
り、総額118,000,000テンゲの新規機材が整備された。事務用機器や
家具などを含むラボの高は120,000,000テンゲ（もしくは約800,000）ド

N.A
大金だったので今後しばらく購
入できない

項目
（財政資金の不足）原子吸
光分光光度計（非稼動状
態にある）での作業

技術の導入
1. ラボの人材不足解消
2. 自動モニタリングシステムの導入

日本の機材Hg-201をカザフ
の機材として登録できな
かった。

（2004年度はAP作成せず） 非該当 非該当 非該当 N.A
紫外線の分光度を利用したCODの推
定

分析機材を得ること 新しい機材については入手できていない

要因

(1)　財政資金（貨幣資金）
の不足、(2)　自分の健康
上の理由で（目の手術）3.5
カ月間仕事を休んだ。

予算不足
技術に関する講習会の計画は頓挫した。
そういった講習会の実施が常に可能なわ
けではない。

1. 　人事問題は、大臣の管轄事項であること。ラボのスタッフ増員の陳
情書を出したが、未解決のままである。
2. 問題の解決が私の権限下にないこと。しかしながら、国の環境モニ
タリングと現場レベルでの環境モニタリングのシステム改善や不断の
管理、つまり観測ポイントの自動化への取り組みは日々行われてい
る。また国家モニタリングシステム中の観測所の数は増加傾向にあ
る。ただし、課題の解決には非常に時間がかかる。

より高いレベルでの解決が
必要な問題だから。 このためには近代的な紫外線分光光

度計が必要だから。目下この機材は入
手可能なのでこれから近いうちにJICA
同窓会の小規模無償の枠組みを利用
して近い将来完成させたいと思ってい
る。

資金不足 資金不足により

10-SQ4)質問10でbを選んだ場合、当初のアクショ
ンプランの何%を実施しましたか？

% 80 45% 30 50 50 20 65 80 50 50 97 50 30 非該当 50 90 90 90

 1) あまり変化はなかった
分析検査センターの勤務
員たち

ラボの機械 飲料水供給状況が改善された 水源保全地域のインベントリー調査
試料サンプリング時の留
意点を遵守するようになっ
た。

作成したマニュアルの一部は使われるよう
になった。私たちのラボから正式に認可さ
れ、他のラボでも使用されるようになった。

各測定成分の分析手
順書の作成

分析手法ごとの分析手順
書の作成。

品質管理システムの導入 モニタリング計画が策定さ
れたこと 非該当 試料の採取方法が改善された 日常の分析精度管理

水質分析における精度と正確さ
が厳正に管理されるようになっ
た

N.A MS-Excelを用いた検量線作成
水質分析にかかる近代的な機材を備
えること。

データ加工に統計学的手法を用いる
ことは殆ど職員により実施されている
（それまでは電卓と手描きの検量線
により実施）

特定の水域から水試料を得る際には、試料の保管と移送につ
いて、職場スタッフにより厳重に注意が払われるようになった。

 2)
日本で学んだ内容を多く
の同僚が利用している。

ドゥシャンベ市排水浄化施
設

ラボの試薬
第一汲み上げ所のポンプが改良
された

プロジェクト地域の環境モニタリング実施
後、水源保全地域の清掃活動（浄水活動）
が実施された。

分析手順を遵守するように
なった。

計測機材の管理簿の
導入

試料サンプリング地点を
写真撮影し、データベー
スに記録すること。

ラボへの近代的機材の導入 水理ステーション観測所設
計のクライテリアを明確にし
たこと

ラボ職員の役職ごとの権限が具体的に
なった

SOPの策定
管轄ラボの認証取得に向けて
動き出した。

－ －
水分析にかかるハンドブック（SOP）の
作成

－
ほとんどのデータ解析を行う職員の間で統計学的データ処理方
法は適用されるようになった。（これまでは、電卓を用いて描き
で検量線を作成していた）

 3)
日本で新たな技能を身
に付けることができた。

ラボの机と椅子
現在は不可能だが今後の成果と
して、国内外の投資家の協力を得
て、下水処理場を改修したい。

道路沿線地帯の清掃活動

大学などの高等教育機関
で、学生や分析実務従事
者に対して日本のラボ機
材の状況や分析手法を話
している。

試料採取と保存法  講義、セミナー開催 わかりやすい情報伝達を心
がけていること 日常的な分析の精度管理手法が改善

された
水中の重金属測定

計測機器と機材に関しては国の
規格にあったものが選ばれた

分析精度を上げて結果の信頼性を高
めること

組織において研究業務を進める上で。モニタリングをうまく明快
に事前に調整しておくことの必要性

 4)
日本の水質分析、水浄
化法がわが国で用いら
れることはほとんどな

活動家、女性、子供たちと共同で「水質汚染
と疾病」をテーマに催しを実施した。

上司に対し、水分析技術
について提言を行った。

各分野に精通したラボと共同でのモニタリング実施 化学分析の質向上に関する
提言 － － － －

 5)
環境保全委員会の多く
の部署で、日本の水質
モニタリングについて関

計測手法の考案と導入 環境教育の実施

11-SQ1) 上記のうちで上司や同僚から特に評価さ
れた項目は何ですか？詳しく記して下さい。

 水環境の評価方法、住
民への情報公開・広報
について興味が持たれ
た。

私の上司および同僚たち
は水資源の検査データ分
析法を評価した。

ラボの機械
 住民や機関、企業への適切な飲
料水供給

すべて
 最新機材と手法を用いて
水分析を行ったこと

 計測機材の管理簿の
導入

上記1)について：環境保全省の16のラボのうち、中核となるラボが「ラ
ボに対する総合的要求」を満たし、登録されたことは、上司からも同僚
からも評価された。その他の環境ラボも我々の経験をもとに、質的管
理システムを導入し、ラボとしての要求を満たしつつある。また7つの州
のラボでも、我々の経験をもとに質管理システムの導入とラボの登録
を行った。アクチュビンスク州のあるラボは、すでに国際規格である
ISO/IEC 17205（スロバキアの認証機関）に認証されている。

分析の精度管理、PCを用い
たデータの統計処理、ラボ
の廃棄物の回収と再利用

非該当 日常的な分析の精度管理方法
・日常の分析精度管理、
・水中の重金属測定

水質分析結果の信頼性と正確さ
に注意を払うようになったこと。
自動分析メーターによる水質モ
ニタリングを行うようになったこ
と。

加藤講師による相関を使う方法はと
ても面白かった

N.A

JICAフォローアップ協力の制度に、新し
くICを得るための提案書を作成する。
（現在JICAにて審査中）
申請目的：分析にかかる時間短縮、陽
イオン・陰イオンの定量にかかる選択
性と確実性の向上。

前述のことは特に職員の間で高く評
価されている

前述の2つのことは職場で非常に好評だった。目下、2つのこと
（提言）は職場で活用されている。加えて試料採取時の要求事
項を監視することは必要である。その結果、研究上の正確性と
品質に反映されてくる。

 1)

（日本で学んだ）方法は
わが国にとってたいへん
有益で時代の要請に応
えるものである。

物質試料準備前の手順 試料採取法

簡便で簡略化された下水処理方
法：自国の状況を鑑みて、より簡
便な下水処理方法を知りたいと思
う。

環境モニタリングの実施
試料サンプリング技術を向
上させること。

ピペットの使用
各組織内で、幹部参加の上、技術講習会
を実施する。（技術的・法的問題を明らかに
し解決するため）

機材、器具の充実を
図ること

計測分析機器を整備する
こと

新しい機材の導入
表流水中の水銀分析手法を
導入すること

当該研修について広く知らせること
水の成分分析のための最新機
材の整備

サンプリングに日本の手順を採
用すること

研修セミナーと訓練 N.A

水のモニタリングにかかるJICA研修で
得られた経験と知識を訓練的セミナー
とワークショップの実施により普及させ
る

実務的で試験研究的な仕事を実施
すること

実践的な実験研究活動の実施

 2)
工業排水および地表水の
試料採取法

データ処理法
環境モニタリングを常時行い、その変化を調
査すること。

分析手順を遵守すること。 コンピューターによる相関図の作成
国営企業Kazgidromet環境モニタリング部
の若手職員を対象とした研修を実施する。

試料サンプリング現
場でのエクスプレス水
質分析の導入

上記2）と5）について：2004～2005年にかけて、ラボが所有する機材
がすべて最近の機材に更新された。そして新たに８つの分析手法が策
定された。この新しい手法により、管理指標が従来の57から73に増加
した。

モニタリング計画の策定

－ セミナー、訓練の実施 超高純度水用の器具の整備 モニタリング計画の策定 GISの導入 － － 数学的・統計学的方法によるデータ加工

 3)
重金属（亜鉛、鉛、水銀、ヒ
素）の方法論

ラボの機能・職責

汚染源の種類別（生活による汚染、有機汚
染源、生物的汚染源、灌漑による汚染、営
農活動による汚染）環境管理と水質モニタリ
ングの実施

日本の水俣病のような、化
学物質による汚染の影響
や結果を明らかにするこ
と。

自動分析メーターによる水質モニタリング
中堅幹部が環境保全セミナーに常に参加
するようにする

生活雑排水の浄化と
処理技術の導入

 上記3)について： 私が所属するラボで実施しているコースやセミナー
への参加希望者は常に増加している。

専門家のスキルアップ 環境保全・森林省の退職者・職員が日
本の研修で得た知識・技能を計画的に
取り入れていくような特別プログラムの
実施

試料採取のための機材と試料
保存用の器具

Excelを使い検量線を出すこと － 組織の、良好で明確で事前によく調整された業務遂行

 4) 職員の仕事の進め方
河川上流の水質汚染が下流の水質に及ぼ
す影響の調査。河川水の水質は外国に位置
する河川上流の水質汚染状況に拠るため。

髪の毛に含まれる水銀量の分析技術
4)各分野の専門ラボとの共同モニタリング：信頼性の高い環境分析
データは自然保護と汚染防止のための基礎となるものである。

純度が高い試薬をそろえる
こと

同省中央ラボの専門家を対象とした研
修の実施

－
Excelを使い分析結果をデータ
解析すること

近代的な資機材の配備

 5) サンプルの選別 塩化の問題、その発生メカニズムの研究。
化学分析の信頼性の向上 水質検査の新しい方法を知り、機材を

購入する。河川自動水質モニタリングス
テーションの導入

水の化学的組成を特定するための近代的分析機材についての
研修

13.　あなたの国（所属組織）の現在の水質モニタリ
ングシステムをより良いものにするために、あなた
にとっての今後の課題は何ですか？できるだけ多
くあげてください。

 上層部に、日本のよう
な先進国で使用してい
る機器を購入してもらう
よう説得する。例えば、
原子吸光分光光度計。

1)　タジキスタンでは、飲料
水調査に関するタジキスタ
ン大統領の発意（提案）
で、5年間の結論を出すこと
が予定されている。
2)　私たちの部署は水質原
子吸光法を立ち上げようと
計画している。

最新の検査機器を購入す
ること
専門家研修

 排水がアムダリア川に流れ込ま
ないように、国内外の投資家の協
力を得て、下水処理場を改修した
い。

 1)女性の社会的地位向上に関する諸問題
の解決
 2)良質の飲料用水、公共用水を最も簡単に
供給できるようにすること。
 3)水が原因となる疾病の罹患率を低下させ
るため、水源管理を徹底すること。（同様の
例として、「農村地帯の衛生状態改善」など）

水の必須分析指標を分析
できるようにすること。
 ラボの機材整備状況を改
善し、技術的可能性を高
めること。
ラボスタッフ、事務系職員
の研修。
水中の農薬、放射能物質
の特定。

2010年に、新しい機材がCholpon-Ata市のラボに購入される予
定。イシククリ湖には120以上の大小の川が流れ込んでいるが、
湖自体は閉鎖されている。その地形の特長により、すべての地
表・地下水（廃水、純水、自然水）は最終的にイシククリ湖に流
れつくことになるため、イシククリ湖の生態系保護においては、
イシククリ湖に流れ着くすべての水を高い水質状態に保つこと
が重要となっている。特に夏場はリゾート地の利用により、人的
影響が増大し水質への悪影響が著しい。春と秋には主な汚染
源として、窒素化合物（硝酸塩とアンモニア）が灌漑用地から水
に溶け出し運ばれてくる。また、夏は市や町、きれいなリゾート
地から流れ出る浄化されていない廃水が主な汚染源となってい
る。この季節はフェノール、重金属、油分などが含まれている。
イシククリ地区には76の廃水処理施設があるが、そのうち46は
パッケージユニット型、2つは生物学的大型処理施設、9つは土
壌・植物フィルター、6つは土壌フィルター、8つは玄武岩フィル
ター、3つは複合施設、2つはKBU型となっている。全体のうちの
15施設が稼動しておらず、8つは解体され、7つは閉鎖されてい
る。ここ10年の間に33つが建設され、13施設が取り付けられた。
いずれにせよ、イシククリ湖のリゾート地、Karakol市内、
Cholpon-AtaとBalykchyにある処理施設はすべて旧式で老朽化
しており、早急に再建されることが望まれる。以上の処理施設に
おいて、水のサンプリングが行われたのは1回きりで、ほぼすべ

 1. 技術研修を継続する。(計測機器、新し
い手法の習得)
 2. 環境の質に関するデータベースをコン
ピュータで作成する。情報公開・広報の方
法
 3. 他の研修参加者と連携しながら環境モ
ニタリングに関する情報を広めていく。ま
た、「環境リスクアセスメント」についての知
識・理解を深める。

 私が勤務する化学ラ
ボでの水質分析法を
より良いものにしてい
くために、ロシアとの
密接な協力と不断の
情報交換が必要で
す。

 1). 老朽した機材を新しい機材に更新すること。
 2). モニタリングの質的改善のためのセミナーや講義を常に実施する
こと（企業のラボスタッフも参加できるもの）
 3). 質的管理システムの常なる見直しと改善

1) 専門家として、水質分析
のスキルを向上させること
2) 水質分析に関する知識を
高めること。

・表流水分析の測定項目を増
やすこと。
・新しい分析機材を用いた分
析手法を導入すること。

・水質分析の精度向上
・水質モニタリング結果の住民への公
開・広報を進める
・新しい方法・機器を導入し検査の範囲
を広める

・技術規定に基づいてキルギス
の自然水の水質の分析指標を
増やすこと
・中央ラボに排水中のCOD、
BOD、フェノール、硫化物、ポリ
燐酸塩、ポリアクリル酸塩など
の成分を分析するための排水
分析手法を導入すること。

サンプリングの標準手順化とそ
の普及、国内の水質モニタリン
グ基準と国際認証基準との整合
性（日本を含む）

・近代的な機材をラボに設置するこ
と
・受け取ったデータの精度向上と管
理のためにコンピュータ技術を用い
ること
・GISの導入

N.a

1．表流水の水質モニタリングに用いる
近代的機材を分析室に備えるための
可能性を探ること
２．専門職職員の訓練やレベル向上、
また再訓練などのために環境の質管
理（水質も含めて）のための方法に関
するハンドブック及び教科書を作成す
る
３．日本も含めた国際組織（WHO、
ICO？、BMO、EC＝EU?)による表流水
質分析方法や管理、測定方法の保証
に関する方法を取り入れ実行に移す。

・日本の専門家と研修参加者と協力
を続けていくこと。
・近代的な分析・測定機材を備えるこ
と。

1）日本人専門家と中央アジア帰国研修員との協力の継続。国
際間研修や会議による。
2）水質や環境保全分野で日本側と共同研究の実施
3）近代的な分析・測定機器の配備
4）この領域の若手職員の研修実施により研究活動の精度を組
織として高めること

14. 若手職員にJICAの研修に参加する機会が与
えられる場合、彼らは何を学びたいと思うでしょ
か？

 水質モニタリング実施
の新たな視点

・新式の計器や設備の習
得研究
・新式の水検査方法を習得
すること

試料採取法、ラボの機能・
職責、職員の仕事の進め
方、サンプルの選別

 ラボでの分析手法、飲料水供給
システム、排水収集システム、排
水処理システム

居住地域における下水処理場の構造、飲料
用水の質を向上させる方法。

精密な計測機材を用い
た、新しい分析手法。経験
交流。

たくさんの人が学びたいと思っているが、過去3年間、所属部署
のスタッフは海外での研修を受けていない

 現場での分析活動
 原子吸光分光光度計の
使用法

 クロマトグラフ分光光度計を用いた有機汚染物質の濃度測定  最新機材や技術を活用す
るための実際的な知識、理
論的知識を深めること

専門家としてのキャリアアップ

①分析の質の管理手法②湖・海等の地
表水の試料採取と検査③水環境中の
シアン化合物イオン、重金属塩（Cd, Pb)
の測定方法

・自分が学んだのと同じ内容。
・最新の分析機器や実験方法
も。

日本の法律、規制、水源保全領
域、監視システム、分析機材の
熟知、データ分析における知見
と技術、データ解析、ラボ職員の

近代的な分析機材、モニタリング体
制、データ加工方法、統計学的管理
に関してよく理解すること

①近代的な分析方法を用いることにつ
いての知識と経験を得る◎2表流水の
監視に用いられている近代的設備につ
いても同様

水質モニタリング分野で諸外国で用
いられている新しい方法や技術を学
ぶこと

1）水質モニタリング分野の必要な情報を得ること
2）同分野で諸外国の新しい方法・技術を学ぶこと
3）同分野で新しい機材等の必要な情報を得ること

テーマ
水質モニタリングの精度
と効率を上げる

フィールド条件での水質高
速検査

飲料水及び貯水池の水質
モニタリング

水道料金支払いシステム 水質管理
表流水及び地下水の状況
と成分のモニタリング

所属部署の環境モニタリングの改善する 検査手法を含むラボの運営
より新しい、コンパクト
な機材

有機汚染源 実際的知識やスキルの交
換、メールを活用した情報
交換

表流水中の石油製品分析 水中の石油・石油生成物の測定 固形燃料燃焼時の温度確定
高精度の機材(簡易・移動式の
ものを含む)の供与

N.A 水中の重金属の定量
水質分析における定量の速度向上、選
択性向上、精度向上

水質モニタリング領域における新し
い技術と方法

水質モニタリングに関する新しい技術、手法

方法
人材育成。専門家に水
質分析のオルタナティブ
な手法を紹介する

研究所に高速分析器を設
備する必要がある。

あらゆる項目の物理・化学
的検査の実施

どのような協力方法でも可

水試料サンプリングの現場で水質分析をす
るための器材（“HORIB”社製自動水質分析
装置）整備協力。飲料水は疫学的にも化学
的にも安全で、放射能に汚染されていては
ならない。また、充分な有機的成分を含んで
いなければならないから。

国際基準を満たすようなラ
ボの機材整備

持ち運び可能な分析機器による分析 可能であればISOを取得する 水質分析の最新手法

クロマトグラフ質量分析計を用いた分析

・分析機材を購入するための
スポンサーとして
・購入した機材を使用するた
めのトレーニング実施

石油検出器の購入
高速比色計 BKC2の購入と使用
方法トレーニング

日本の機材を無償で供与。自然
保護委員会と水文気象庁へ。ま
た、専門家によるコンサルテー
ションや研修も実施。

N.A

a)原子吸光分光光度計AAS-5
用の新しいランプを購入する
b)重金属の標準溶液の入手
c)水銀の標準溶液の入手

近代的な分析機器の設置（IC、AAS、
GC)、JICAの技術協力プログラムによ
り

セミナー 国際的な年報など

テーマ 水中の重金属の測定
排水浄化、簡略化された排水消
毒システム

良質な水供給
タジキスタンの大気のモニ
タリング

電子計量器、携帯Phメーター、GPRSナビゲーター 分析結果の質の向上
有機汚染源

表流水中のフェノール分析 水中の重金属塩の測定 水の処理システム － －
ウズベキスタン及び中央アジアのほか
の国において、専門家の訓練とレベル
アップ

－ 水質モニタリングの近代的条件と中央アジアにおける環境事情

方法
新世代の原子吸光分光光
度計を購入して立ち上げる
必要がある。

どのような協力方法でも可

200,000人未満の居住地域用の浄水装置の
整備。飲料水の水質は配水管にはいる時点
で衛生規則に合致していなければならな
い。また、屋外の取水地点や内部の上水網
においても、衛生規則を満たしていなければ
ならないから。

ラボ機材の整備 Dosimeter JICAによる機材供与とその後の保守

クロマトグラフを用いた手法
・分析機材を購入するための
スポンサーとして
・購入した機材を使用するた
めのトレーニング実施

分光光度計、GC 排水処理装置の導入
当該国で水の分析にかかる専門家が
機材を得ることにより

化学的で実践的なセミナーや会議、シンポジウム

テーマ
農薬含量についての水質
検査

底質に含まれる農薬、及
び底質の成分分析とモニ
タリング

AAC 研修 － －
分析可能な指標を増やし、検出
下限値を下げる方法

－
国際的な法的規制、枠組み、近隣諸国と協力体制を組むため
の文書の策定

方法
質量スペクトロクロマトグラ
フを購入して立ち上げる必
要がある。

必要機材の整備と専門家
の研修

イオン・ガスクロマトグラフ

日本からモニタリングの専門家（地表水モ
ニタリングだけではなく、土壌、放射能モニ
タリング）を招聘し、カザフスタンの専門家
を対象としたセミナーを実施する。列挙した
分野のモニタリングは十分に行われていな

（ICP法による）原子吸光分光光
度計の購入

現代の近代化状況を念頭に入れた法案・条例案の作成

a) JICAや同窓会と緊密なコンタクト
をとっている

○ コンピューター ○ ○ ○

b) 時々, イベントに参加している ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

С) あまりコンタクトをとっていない ○ ○ ○ ○ ○

16-SQ1) JICA研修卒業生協会へのあなたの関わ
りについて

所属組織の主催する会
議に出席した際コンタク
トする。

 お互い忘れることがないよう、帰
国研修員たちと緊密なコンタクトを
取りあっていきたい。

水質モニタリング」コースに参加させていた
だくことができ、心から感謝しています。環境
保全について有益な情報を沢山入手するこ
とができました。質問ですが、研修員の年齢
制限があるのは何故ですか？

JICAは国際機関として、タ
ジキスタンの全分野に活
動を拡大してほしい。

環境モニタリングやその他の分野の発展
のために、新たな可能性が開かれている。

 自分自身の職務範囲のなかで関わっていきたい。
 もし、会から環境モニタリングプロジェクト組織の申し出があれば、喜
んで参加したい。

  カラガンダ水文気象セン
ターは常にJICAと緊密なコ
ンタクトをとっている。現在、
「ヌラ川の水銀環境モニタリ
ング」プロジェクトが進行中
である。

N.A
・TV会議への出席
・JICA研修同窓会第1回会合参加
・盆踊り参加

N.A 2008年春の同窓会に出席した。 N.A N.A

①同窓会出席②JICAフォローアップ協
力支援に向けて提案書を作成した（IC
機材申請）。③同窓会に対しては研修
で得た知識をウズベキスタン国内で研
修として実施するべくJICAに小規模無
償支援の提案書を作成した。名称「紫
外線吸光度を利用した自然水の有機
物質による汚濁の研究」。提案書は現
在JICA同窓会で審査中。

JICA及びその同窓会と協力を続けて
いきたい。

水質監視や環境保全分野でのJICA及びその同窓会と協力を続
けていきたい。

6. 現在の仕事は水質モニタリングと関係がありま
すか？

7. 帰国後、あなた個人への研修の成果、影響はど
の程度あったと思いますか？

8. 上記の問いに “a”, “b”  “c” と答えた場合、ど
の研修内容が一番成果をもたらしましたか？

8-SQ1) 研修の成果を現在の仕事に活かしていま
すか？

10. あなたが作成したｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを実行に移しまし
たか？

11 (質問10で「はい」（=a）もしくは bと答えた人に
対する追加質問)
日本での学びを踏まえて、あなたが提言したことに
よって、職場で具体的な成果が見られたケースを
記してください。（日本で学んだ内容を、所属組織
内で他の職員と共に活用することはできました
か？詳しく記してください。）

12. 水質モニタリングについての日本での学びを
活かすためにはどのような方法が有効だと思いま
すか？効果の大きい順に記してください。

15.あなたの所属組織はJICAのどのような技術協
力を望んでいますか？具体的なテーマと研修の方
法についてあなたの考えを述べてください。

16. 最後に、現在、JICAやJICA研修の卒業生とど
のようにコンタクトをとっていますか？

10-SQ1) 上記で「はい」と答えた場合（aまたはb）、
何をどのように実施しましたか？

10-SQ2) アクションプランの実施について要した費
用はどのくらいですか？（金額を書いてください。）

10-SQ3) 上記で「いいえ」と答えた場合（b,または
c）、ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝの何を実施しなかったのですか？
原因や支障となったことは何ですか？



所属先用クエスチョネア

0．国名 TJ TJ TJ TJ TJ KZ KZ KZ KZ KZ KG KG KG UZ UZ

1．所属 水門気象庁
土壌改良・水資源省
（フェルガナ盆地水資源総合マネージメントプロ
ジェクト）

水供給・下水処理会社
Vodokanal

タジキスタン政府付属環境保
全委員会

ハトロン州疫学衛生管
理センター

水文気象庁アルマティ
市水文気象センター

水文気象庁西カザフスタ
ン水文気象センター

環境保護森林庁
シュ・タラス州環境局

環境保護省トビル・トルガンスク
環境局検査分析管理部

水文気象庁カラガ
ンダ水文気象セン
ター

非常事態省→現在
は水文気象庁

環境保護森林庁
イシククリ州環境
保全局

地質・鉱物資源庁
ウズベキスタン
自然保護委員会

科学アカデミー
水問題研究所

2．名前
Ms.SAMROVA
Gulbakhor

Mr.KHAKIMOVA Matryuba Yakubdzhanovna
Mr.MALAKHOV Dilshod
Abdulloevich

Mr.Zikirov Khusandulk
Mr.Khudoiberdiev
Khakim Kucharovich

Ms. Shingisova　P.K
Ms. GVOZDEVA Nina
Saturnovna

Mr. NAZARBEKOV
Zhakhanger Konysbaevich

Mr. DADIN Akilbek Dadinovich
Ms.
GILDEBRANDT
Viktoriya Petrovna

Ms. Titova Larisa
Ivanovna

Ms.Shestova Olga
Andreevna

Mr. Aitbaev　Dzhirgalbek
Valievich

Ms. Aksenova Lyudmila Anatolyevna
Mr. Mahmudov Ernazar
Jumaevich

3．4．役職名
環境モニタリング部
部長

タジキスタンナショナルオフィス副所長 役員 委員長 所長 副所長 化学ラボチーフ 検査分析管理部　部長 環境局局長
環境汚染モニタリ
ング総合ラボ所長

放射能・環境汚染
監視情報局長

環境モニタリング
部シニア専門家

中央ラボ　チーフ 国際協力部門　チーフ 部長

5．送り出した年度 2004/2005/2006 2005 2007 2008 2006 2005、　2008 2008 2005 2004 2007 2004 2004 2008 2006 2006, 2007, 2008

a) 頻繁にコンタクトを
とっている

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○職場内にいるので容易
に会える

b) 研修の前後のみ ○ ○

c) 普段はコンタクトを
とっていない

○ ○ ○ ○

a)年間 1-2回/人 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊非常に稀 ○ ＊予算がない ○ ○年に1-2名程度

b) 年間3 –5 回 / 人

c) 年間6回/人以上

a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｂ) いいえ ○ ○ ○

報告書の提出
（何らかの成果を紹介）

レポート
先進国による飲料水浄化
法の紹介

学んだ技術・知識について書
面で報告

結果を電子情報で提
出

研修のテーマ 講義、セミナー 報告書（書面） 局内プレゼン セミナー プレゼン 情報共有 職場内研究セミナー

期間実施期間 (およそ) 帰国後 2008年5月 帰国後1週間以内 1年以内
業務中に必要に応じて、所属機
関の要請による

1か月以内 2005.3
帰国後
１ヶ月以内

1ヶ月以内 帰国後3日以内 研修後5日以内

報告書の提出
（何らかの成果を紹介）

「最小限の漏水率による
効率的飲料水供給」の紹
介

研修の効果 講義・セミナー －

期間実施期間 (およそ) 2008年12月 1ヶ月以内

報告書の提出
（何らかの成果を紹介）

「飲料水節水と水道メー
ター設置によるメリット」の
紹介（住民向けに紹介）

研修で学んだことを組
織内で取り入れること
が可能かどうか

実習

期間実施期間 (およそ) 2009年6月 可能な範囲で

a) 報告書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

b)組織内でのプレゼン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

c) セミナー/研修 ○ ○ ○

d) その他 情報共有 ○

e) 特に何もしていない ○ ○

10-SQ1) 帰国研修員の報告
業務は良い結果が得られまし
たか？（プレゼンや専門家を対
象とした研修の参加者数など
で示してください）

プレゼンには
10名参加

研修から帰国後、所属機関で同僚たちのために
数回プレゼンを行った。また、自宅のある地域
で、女性と子供たちを集めて話をした。双方合わ
せて50名以上が参加。

 タジキスタンには同様の
設備がないが、所属機関
のスタッフを対象にしたプ
レゼンテーションのなか
で、新しい排水処理法に
ついて説明した。先進国
日本での環境問題への
取り組みについて説明し
た

 プレゼン・セミナーは、テーマ
により1ヶ月間毎週、或いは
四半期に一度、実施され、環
境保全委員会のあらゆる分
野の専門家が参加した。日本
で得た資料（コピー）が配布さ
れ、環境保全委員会で用いる
ことができるか議論された。

57名  十分である。（fair）

毎年、所属ラボをベースに研修
やキャリアアップコースが組織
されている。この研修は、所属
機関のラボスタッフだけでなく、
企業のラボスタッフをも対象と
している。

環境汚染モニタリ
ング総合ラボラト
リーの全専門家

プレゼン、局職員
10名

部署には3名しか
いない

プレゼンにはラボ化学班と
分光分析班の全職員25名＋
分析業務品質管理班、管理
部門職員が参加

職場においてサンプリングの標準手
順法、データ解析、精度管理、GISの
利用などの情報が共有された。

職員12～15人

a) はい ○(分析精度が向上)
○(環境、水質モニタリング、環境アセスメントに

関する理解が深まった)
○(自分の職務に対する

責任感が高まった)
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○技術の向上

○モニタリング担
当部署で仕事をし

たいという希望

○特に分析法に対する関
心、分析実験の質を確認す
る方法に対する関心が高
まった

○サンプリング手順、データ解析、精
度管理、日本の行政に関する知識が
高まった。

○

ｂ) いいえ

a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｂ) いいえ ○ ○ ○

技術 ピペットを入手

貯水池の沈殿物が浄化さ
れ、飲料水の消毒に必要
な塩素滅菌設備が改修さ
れた。

あまり多くはない ラボの機器
島津製作所の分析用秤が
導入された。

ラボの機材や事務用品が最新
のものに更新された。オフィス
用の家具が購入された。ラボが
新しい管理棟に移動し、面積が
237平米になった。

水銀濃度測定用機
材

非該当
水中の重金属分析に必要な
電圧電流計TA-07を購入し
た

N.A

システム
分析時に正確な分量
測定が可能になった。

ラボとしての質管理システムが
導入された。

水銀モニタリング
用マニュアル

分析業務（実験）における精
度（品質）管理

N.A

技術 分析の質が向上 仕事に対して前向きになった
職員の仕事の進め方・
方法

分析の質、オペレーショ
ンマニュアル

ISO/IEC17025（2007年）が
導入された。

水銀モニタリング
用マニュアル

・職員のレベル向上、
・職員の外国語習得に対す
るモチベーションが高まった

N.A

システム

職員がJICA研修で修
得した技術は管理部門
のマネジメントシステム
の構築に役立った。

ラボ・モニタリング

・分析業務（実験）における
精度（品質）管理
・水質分析の質の管理がラ
ボで主要な関心事になって
いる

分析業務（実験）における精度（品質）
管理

研究ラボが改善しつつあ
る

a) 20%未満 ○ ○ ○
b) 20-40% ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
c) 40-60% ○
d) 60-80%
e) 80%以上 ○ ○

12-SQ3) コメント/理由:

日本のラボと我々のラ
ボでは、機材内容も分
析手法も異なっている
から。

 帰国後、可能な範囲で飲
料水供給状況を改善しつ
つある。また上水供給に
支障が起こらないよう、事
故が老朽化した水道管を
取り替えていきたい。

 現在、物質的な面では不足
が見られる。a) 新しい試薬の
不足。b) 新しい機材の不足。
ラボの機材購入費が不足し
ている。

 予算不足

 研修での学びを語るた
め、他のラボで開催され
たセミナーに招かれた。ま
た、ロシアのオレンブルグ
市で開かれたウラル川問
題の会議にも招かれた。

 ラボの技師たちに新しい計
測手法、分析手法に対する
関心が生まれた。また質管
理システムを導入したことで
スタッフの業務に対する考え
方に変化が見られた。

 研修員帰国後、ラボの仕事の
スタイル、業務の質が改善され
た

モニタリング設計を
策定する能力；分
析データ処理、分
析精度を上げる

N.A 人事異動

・若手職員が専門家としての
向上を目指す刺激となった
・ラボ内職員の間に仕事に
創造的に取り組む雰囲気が
醸成された。

研修の成果としてまとめられたものは
SSIACや水文気象庁の管轄業務に関
することだったので、自然保護委員会
の業務とは間接的な影響のみ。ただ
し、所属組織を含む関係機関におい
て、サンプリングやデータ解析に関す
る知識を深めようとする動きにつな
がった

技術面での機材の不足に
より

a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○
○物の見方が深
まった

○ ○

ｂ) いいえ ○ ○
学んだことを活かし、分析指
標の拡大を図ろうとしてい
る

○

12-SQ5) Q.12 の答えが “b”で
ある場合, セミナーに対するあ
なたの評価を書いてください。

プレゼンテーションの参加者は関心を持って聞
いていたい。またテーマ毎の視覚的な資料も提
示された。日本の水質管理システム、環境モニタ
リングの目的、日本の水資源の特殊性などが説
明された。

 研修に参加した職員はみ
な、帰国後にアクションプラン
を実行しようと努めており、サ
ポートした。

N.A 十分 非該当
研究基盤に欠けているた
め

a) 非常に重要 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
b) かなり重要 ○ ○ ○ ○ ○
c) ある程度重要
d) あまり重要ではない
e) 全く重要ではない

13-SQ1) コメント/ 理由:

研修参加者が日本の
環境に関する法律や
標準分析法を学ぶこと
ができたから。

研修員はこの研修で、環境問題、水質管理、水
問題のアセスメントについての知識を深めること
ができたから。

 この研修で、飲料水供給
の最新システム、産業排
水の浄化・消毒法などを
学ぶことができたから。
 所属機関のスタッフに対
し、水に起因する疾患を
減らし、河川の汚染を防
止するために、安全な飲
料水供給と排水処理の重
要性を説明している。

 水質モニタリングについて
は、分析精度、分析信頼性が
高くなければならない。重要
な要因の一つは、日々の分
析の精度を高めることだ。

JICA研修では、分析機
器についての情報も多
く提供されたので、研修
参加者は、新しい機器
を購入する際に、機器
の選定について助言す
ることができる。

 ウラル川問題がより切迫
した状態になっているた
め、水質モニタリングに関
する知識を向上させるこ
とが必要

JICA専門家や帰国研修員と
のコンタクトを通じて意見交
換ができ、分析手法に関す
る重要な情報を得ることが
できるから。

環境モニタリング、水質モニタリ
ングに従事する企業の環境専
門家を対象とした研修やコンサ
ルテーションが常に実施される
ようになったから。また、現場で
のモニタリングや国が行うモニ
タリングのシステムが少しずつ
改善されつつあるから。

専門家の知識・技
能の向上

知識・技術の向上。
地表水のモニタリ
ングについて日本
の専門家の経験を
学ぶこと。

情報共有なしに
は、きちんとした専
門性を得ることは
難しい

研修に参加した職員は日本
の分析手法、新しいラボ機
材、分析データの処理と正
確な分析法についての知識
を深めることが出来たから

研修は職員の知識や技術の向上に
貢献し、国内の標準・認証基準を国際
基準に高めることにつながるため

この研修は研究員の専門
性を高める

13-SQ2)  Q.1３ の答えが “a”,
“b” “c”,である場合、研修のど
の科目･テーマが重要でした
か？

・試料となるサンプリン
グ
・分析精度レベルの管
理と分析手順の遵守

日本の水質管理手法、環境モニタリングの目
的、日本の水環境の特殊性、水質管理、市民に
よる水資源モニタリングと環境アセスメントに取
り組む市民団体など

a)　企業における水質モニタ
リング
b) 水質モニタリング方法
c)　環境モニタリング技術

 ウラル川の汚染問題と
渇水

 1. 研修コースのテーマ「モニタ
リングの組織と実施」
 2. 試料採取の留意点：試料保
存と輸送は、GOST51592-2003
が定める「試料採取に関する要
求」に則って環境局スタッフが
実施している。

分析結果の信頼性
を高める：依存関
係グラフの構築、
状況分析能力

・日本の水質モニタ
リングシステム
・Cr6+、総Cr、Hgの
分析方法取得。分
析精度を高める。

イオン/ガスクロと
グラフを使った分
析技術、AAC、他
最新の分析手法
による環境モニタ
リング

N.A

・飲料水中の重金属の有
無に関する研究
・飲料水の細菌学的指標
に関する研究

a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｂ) いいえ ○ ○ ○ ○ ○

14-SQ1) 助言の種類や内容
について

可能な範囲で必要機
材を購入すること、
新しい分析手法を研
究すること。

 助言は求められるが、機材
の購入については、予算が削
減されている現状である。

 プログラムの実施は、
DEMの了解を得て行う
こと。

上層部にモニタリングシステム
改善についての問題を提起し
た。水文気象センターに対して
は、観測所の老朽機材の更
新、観測所数増加を進言した。
さらに、水文気象センターの幹
部に対しては、遅滞なく水分析
を実施することと、正確なデー
タを得るために水試料の保存
期間を厳守するよう求めてい
る。同センターのラボに質管理
システムを導入ことも求めてい
る。

分析の質を高め
る、容器を清潔に
保つ、統計処理、ラ
ボ・モニタリング

非該当

水中の重金属成分分析と微
量成分分析のために電圧電
流計TA-07を購入することと
した。

水質ｄｂ

15.あなたの国（或いは事務所
等）の現在の水質モニタリング
システムをより良いものにする
ためどのような課題があります
か？できるだけ多く挙げてくだ
さい。

・表流水の分析必須指
標の分析を実施
・水中に含有される農
薬、放射能物質の測
定
・ラボ機材の整備
・ラボスタッフ、事務ス
タッフの育成

・プロジェクトサイトの環境持続可能性改善のた
めの解決策、環境悪化による否定的影響を解消
する方策を立案すること
・プロジェクトサイトの住民に良質の飲料水を提
供することにより、保健、衛生状況を改善するこ
と
・社会発展と環境状況改善のために、節水と水
源地の水量保全の具体的施策を立案すること
・国家水監視委員会のソグド州出先機関、州の
自然保護委員会、州保健所と協力しつつ、プロ
ジェクトサイトの水源地保全地域の調査を実施
し、かつパイロット水路の接収を行うこと。・ 州の
水道局、保健所、社会団体、ステークホルダーと
協力し、飲料水供給プロジェクトのサイトで、上
水網のインベンタリー調査を実施すること。
・ 水道局、州の自然保護委員会、保健所と協力
のうえ、掘抜き井戸の水質が、国家「飲料水」基
準に合致しているか否かを確認するために、井
戸水の化学分析を実施すること。
・ 水道局、保健所、社会団体、ステークホルダー
と協力のうえ、衛生・環境のための放水制度を
定めること。

 大統領の提言書には、
2005～2015年は「淡水の
年」と位置づけられてい
る。私たちは、排水の消
毒・浄化の質を改善する
ことで、地域の河川を汚
染することがないよう努力
したい。

 水と水利に関する法整備
 水質モニタリングにすべての
ステークホルダーが参加する
ようにする。

 ラボの機器検査方法
 新しい検査方法
 専門家を対象とした
研修

 モニタリングの対象範
囲を広げること（河川・
湖等を対象に含める）、
新しい技術や方法を
使って測定できる汚染
物質の数を増やすこ
と。

 ウラル川川底の浄化；渇
水問題；ウラル川の水質
モニタリング情報のロシ
ア・カザフ間での交換

1． 最新計測機器の導入
2． ハイレベルな専門家の
育成

1.観測所の増設
2.水文気象センターのラボに新
しい機材を整備すること
 3.上記のラボに、質管理システ
ムを導入し、ISO/IEC1702の認
証を受けること。

専門家の知識・技
能の向上
モニタリングの質を
国際的水準にする
新しい実験棟の建
設・ラボの改修

・地表水について
測定できる指標の
数を増やす
・最新の機器を
使った水質分析方
法を導入する

継続的な廃棄物と
水質分析、最新鋭
のラボの整備、職
員数の増加

・技術規定に基づいてキル
ギスの自然水の水質の分析
指標を増やすこと
・中央ラボに排水中のCOD、
BOD、フェノール、硫化物、
ポリ燐酸塩、ポリアクリル酸
塩などの成分を分析するた
めの排水分析手法を導入す
ること。

・分析手法、サンプリングにおける標
準手順の徹底、改善、それによる国際
水準の達成
・分析結果の気象学的評価の強化
・水質基準のシステムの改善
・水質管理の規制強化
・技術者と水質管理機関における情
報共有システムの改善
・水保全と水質に関する（国民の）意
識向上

1.魚類保護区域（→fish
reservoirsを意訳）の水質
モニタリング
2．中央集約型飲料水供給
網において移送中の飲料
水質のモニタリング
3．遠隔地において供給さ
れる飲料水の水質モニタリ
ング
4．レクリエーション機関に
おける水質の研究

国際河川の
モニタリング

女性の地位向上
より簡便で簡略な排水浄
化法

水質モニタリングの専門家の
知識を深める

専門家の研修
カザフスタンで使用可能
な新しい分析手法

環境基準 新しい検査方法
地表水中の石油生
成物の測定

研修
ラボへの人材、機材、資源
供給改善のために、いかに
行政政策を改善していくか

水質モニタリングの基礎やGIS等最新
技術導入のための日本の専門家によ
るコンサルテーション、研修、セミ
ナー 講義

新しい標準の導入

大気圏の
モニタリング

良質の飲料水、公共用水を、いかに簡単に供給
できるか

最新ラボ器材に関する情
報

日本の専門家との協力 新しい検査方法
ロシア領土内におけるウ
ラル川への産業廃棄物に
関するより詳細な情報

法律違反行為に対する行政的
対策

成果を伝え合う
地表水中のフェ
ノールの測定

管理にいかに各関係組織・
団体を引き込むか

データ分析手法や精度管理について
のセミナー

－

モニタリングシステム
マネージメントに関す
る基本的プログラミン
グ

水が原因となる疾病の罹患率を低下させるた
め、どうのように水源を管理すればよいか

水質分析に使用される機
材についての十分かつ簡
潔な情報

－ －

多機能のポータブル
もしくは自動測定機材

上水整備 ラボの機器 専門家の技術研修 新計測機器の導入
クロマトグラフ質量分析計を用
いた有機汚染物質の分析

実際的な技術の習
得

手分析による分析
の数を減らす（試料
の抽出）

環境モニタリング
(水、土壌、大気）
のための最新機
材

水中のモリブデン分析方法
最新機材（イオン/ガスクロマトグラ
フ、自動分析メーター）

水質の簡易測定のための
携帯型機材の整備

大気成分中のガス
分析用の最新機材

農村地域で使用可能な廉価な浄水装置もしくは
フィルターの供給

試薬
リン化合物測定のための
最新手法

専門家研修 －
排水中の化合物中のりん含
有量の測定方法

－

インターネット、
コンピューター

浄水装置の利用 技術に関する文献 －
自然水、排水中のベリリウム
と瀬連含有量の測定法

あなたの職場に導入し
たいと考える分析機器

質量分光光度計  水質検査のためのモバイルラボ  JCP-AES/JCP-MS ガスクロマトグラフ クロマトグラフ  分光光度計  クロマトグラフ  クロマトグラフ  ガスクロマトグラフ GC
イオン/ガスクロマ
トグラフ、
Dosimeter

原子分光光度計 AIC-3000
最新機材（イオン/ガスクロマトグラ
フ、自動分析メーター）

AAS

理由/目的 農薬と主要成分分析
 水質汚染を未然に防ぎ、遅滞なく水質を分析す
るため

 精度が高く、取り扱いやすい 予算不足

クロマトグラフ法は、水
やその他の環境中のよ
り多くの化学物質の測
定が可能になるが、
アルマティ市水文気象
センターでは持ってい
ない

 重金属分析のため
 分析精度と分析結果の信
頼性を高めるため

 自然界に存在する有機汚染物
質の濃度を測定するため

 分析方法の改善 予算不足
分析精度向上と計測指標の
拡大

サンプリングと分析データの質、精度
向上のため

水の化学分析を実施する

あなたの職場に導入し
たいと考える分析機器

原子吸光分光光度計

 ガンマ線測定のための
放射線量計、ガンマス
ペクトロメータ、アル
ファ・ベータ放射計

 液体クロマトグラ
フ

－
AAC、Rapid Test
of Water

イオンクロマトグラフ
水質の科学的組成を定量
する携行型機材

理由/目的 重金属分析
放射性物質モニタリン
グのため

リン化合物測定のための最
新手法

－
水中及び滲出水中のマクロ
成分測定

水源における水質の化学
分析を実施する

あなたの職場に導入し
たいと考える分析機器

自動水質分析ステー
ション

エックス線スペクト
ル分析装置

－ 携帯ラボ ICP分光計 －

理由/目的
水質情報を瞬時に把
握、通知するため

－
分析精度向上と測定指標の
拡大、分析速度を上げる

a) はい ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｂ) いいえ ○ ○ ○ ○ ○ ○

頻度 年2回 研修帰国後数年間、毎月、 年2回 かなり頻繁に N.A N.A N.A JICAの都合が合えば 定期的に

内容
環境モニタリング分野
における将来の協力
を話し合う。

JICAの世界での活動を記したニュースや、
ICETTの新聞や雑誌が送付されてきていた

研修員の専門性のレベル
等、研修員について。

共同プロジェクト
「Nura地区水銀モ
ニタリング」の仕事
で。

自然保護委員会からの研修員の選出
やセミナーへの参加など

1．合同研修
2．研修に送り出す予定の
候補者との討議
3．水質管理の調査結果の
報告書発行についての討
議

テーマ 水質モニタリング 水質管理 水質分析の実際的手法
専門家の養成
専門家の知識・技能の向上

飲料水及び貯水池の
水質モニタリング

維持管理しやすい、もっと
新しい、コンパクトな分析
機器がほしい

実験実施に関する理論 大気モニタリング
飲料水及び貯水池
の水質モニタリング

ワークショップなど
の研修

固形燃料燃焼時の温度確定
水質モニタリングに関する先進技術
（サンプリング、データ分析、精度管
理）

水質管理の近代化と中央
アジアにおける環境の状
態

技術協力の方法
ラボ機材整備、専門家
育成

水試料サンプリングの現場で水質分析をするた
めの器材（“HORIB”社製自動水質分析装置）整
備協力。

専門家研修
水質モニタリングの最新
手法

国際河川におけるサンプリ
ングと試料分析について、ま
た鑑定分析について、外国
のラボと国際的相互協力関
係を築いていく方法を知りた
い

知識・技能の習
得。新しい検査方
法と導入可能な機
器

－ 機材と技術の援助
高速比色計 BKC2の購入と
使用方法トレーニング

本邦研修への参加、専門家とのコン
サルテーション

研究、研修、会議

テーマ 大気の状態観測 良質な水供給
食品中の残留農薬等
の測定

環境の水生生物学
検査

－ 水の処理システム 水質分析に関する最新機材 －

技術協力の方法
大気中の有害物質の
新しい分析手法の研
修とラボ機材整備

人口200,000人未満の居住地域向けの上水装置
の整備協力

専門家研修 － 排水処理装置の導入 技術協力による機材供与

テーマ
環境分野での緊密な
協力

工場における環境へ
影響を与える要因の
測定

－ 土壌、燃料の成分分析

技術協力の方法
スタッフ研修と技術・方
法論的な支援

専門家研修 －
C, N, H, O, Sの分析が可能
な分析機材の購入と使用法
のトレーニング

備考

12-SQ4) JICA研修参加による
二次的効果が事務所（ラボ）で
見られましたか？

10. 帰国後に研修員はどのよ
うなことをしましたか？

11.あなたから見て、帰国研修
員には何らかの進歩が見られ
ますか？

12-SQ1)-１ 上記の問いに「は
い」 ( “a”)と答えた場合, 生じ
た変化について具体的に記述
して下さい。『目に見える（物質
的）効果』

12. 研修員の帰国後、（研修派
遣前に比べて）あなたの事務
所（ラボ）でなんらかの変化が
見られましたか。

18.あなたの所属組織はJICA
のどのような技術協力を望ん
でいますか？具体的なテーマ
と研修の方法についてあなた
の考えを述べてください。
(注: 回答に制限はありませ
ん。あなたの要望が現在の
JICA研修の範疇外であっても
問題はありません。

全体的・管理業務に関
して

技術・スペックに関して

16-SQ1) 参考までに、あなた
の職場ではどのような分析機
器を導入したいですか？また、
それは何のためですか？

17.研修に関してJICAとしばし
ば連絡をとっていますか？

16.水質モニタリングに関して
どのような情報や技術協力を
得たいですか？

添付資料2-2　アンケート集計結果（所属組織）

17-SQ1) 上記の答えが「はい」
(= “a”)の場合、JICAとの連絡
の頻度はどのくらいですか？
また、連絡の内容はどのような
ものですか？

14.帰国研修員が日本での学
び（技術等）を広めることにつ
いてあなたに助言を求めること
がしばしばありますか？

13. あなたの事務所（ラボ）に
とって「水質モニタリング研修」
の重要性はどの程度でしょう
か？あなたの事務所(ラボ)の
が持つ権限を考慮して答えて
ください

6. 帰国研修員とのコンタクト

8. あなたの事務所は、どのくら
いの頻度で職員を海外研修へ
派遣することができますか？

9. 海外研修の参加者は帰国
後、報告書を提出するか所属
組織のために何らかの成果を
紹介することが求められます
か？

9-SQ1) 上記の問いに「はい」
(“a”)と答えた場合は、どのよう
な方法によってですか？．

12-SQ1)-2 上記の問いに「は
い」 ( “a”)と答えた場合, 生じ
た変化について具体的に記述
して下さい。『目に見えない（非
物質的な）または、特定しにく
い効果』

12-SQ2) JICA研修員の帰国
後の活動によって、 事務所（ラ
ボ）の状況は（研修参加前に
比べて）どの程度変化したと思
いますか？



参加年度 国名 名前 所属組織 役職 その後の動向 ｸｴｽﾁｮﾈｱ

Ms.AKMATOVA Rahat 環境・非常事態省イシク・クリ州環境保全局 監査部国家監査官
環境保護森林庁イシククリ州環境保全局
管理監査部専門家

○

Ms.KANYGINA Liudmila 環境・非常事態省水文気象本局 水質モニタリング部部長 水文気象庁　表流水汚染観測部部長 ○

Ms.NITALINA Aitkul 環境保護省アクトベ州環境保全局 分析管理部部長 トビル・トルガンスク環境局検査分析管理部チーフ ○

Ms.TURGUNOVA Bakytzhan 環境保護省北カザフスタン州環境保全局 検査分析管理部　部長 同左 ○

Ms.GORBUNOVA Olga 環境・森林保全国家委員会 分析管理局 不明

Mr.SAMIEV Sanginmurod
環境・森林保全国家委員会付属水文気象庁
タジキスタン環境モニタリングセンター

表流水・土壌汚染観測検査室
第一種エンジニア

水門気象庁水化学ラボ　水化学ラボチーフ　 ○

Ms.GOLOTYUK Aynyu ウズベキスタン水文気象庁
表流水汚染モニタリングラボ
室長代理

大気・表流水・土壌汚染モニタリングサービス部門　水質
汚濁モニタリングラボ　主任

○

Ms.KOVALEVSKAYA Yuliya ウズベキスタン水文気象庁付属研究所
環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾗﾎﾞ環境汚染調査･
環境汚染調査･予測部上級研究員

不明

Ms.Jibek SULTANALIEVA 環境保護森林庁 環境モニタリング主任専門家 同左

Ms.Svetlana YANOVA 環境保護森林庁 環境モニタリング部課長 同左

Mr.Turarbek SADYKBEKOV 環境保護森林庁 環境モニタリング行政部長 同左

Ms.Olga LI BIN-CHIN カザフスタン水文気象庁 環境エンジニア
アルマティ水文気象センター
 物理・化学的分析方法グループ主任環境エンジニア

○

Ms.Yuliya VASSILYEVA カザフスタン水文気象庁 化学エンジニア 産休 ○

Mr.Zhakhanger NAZARBEKOV 環境保護省 ジャンブル州事務所 検査分析課長 同左 ○

Ms.Matluba HAKIMOVA タジキスタン共和国土地改良・水利事業省
アシュト第二水利事業局
水利用課課長

フェルガナ盆地水資源総合マネージメントプロジェクト
土壌改良・水資源省　タジキスタンナショナルオフィス
ナショナルオフィス副所長

○

Mr.Usufjon BUZRUKOV
環境・森林保全国家委員会付属水文気象庁
タジキスタン環境モニタリングセンター

情報課課長 不明

Ms.Elena JURAVLYEVA ウズベキスタン水文気象庁 物理・化学分析室エンジニア 水文気象庁　CMZ KRFXMAラボ　主任 ○

Ms.Elleonora PAK ウズベキスタン水文気象庁
大気表流水土壌汚染モニタリング部
土壌汚染モニタリング検査室室長

　 不明

Ms.Svetlana Perovna SAVINA 衛生疫学調査庁 検査室主任 入院中

Ms.Tatiana SUCHKOVA 環境保護森林庁 主任専門官 同左

Ms.Gulzhanat JHANTOKOVA 環境保護省マンギスタウ州環境保護局 分析管理課　分析官 同左 ○

Ms.Jhannetta NURDAULETOVA 環境保護省
環境保護委員会測定分析課
主任専門官

同左 ○

Ms.Natalya ROMANOVA アティラウ水文気象センター 水質分析技師 退職 ○

Ms.Irina BRAVICHEVA
環境・森林保全国家委員会付属水文気象庁
環境モニタリングセンター

地表水質監視検査室　室長 不明

Mr.Khakim KHUDOIBERDIEW ハトロン県疫学衛生管理センター 所長 同左 ○

Mr.Bobir AKHMEDJANOV ウズベキスタン自然保護委員会
土地・水資源の保護及び
合理的利用担当主任専門員

同左

Ms.Dilorom FAYZIEVA 科学アカデミー　水問題研究所 主任研究員 同左

Mr.Dilshod SAYDALIEV タシュケント市自然保護委員会
分析管理部
特殊検査担当主任

退職

Mr.ABDYKALYKOV Nurlan 環境保護森林庁 一級専門官 同左

Ms.AKIMBAEVA Gulbarchyn 衛生疫学調査庁 検査医師 同左

Ms.KABANTSOVA Margarita カザフスタン水文気象庁 アルマアティ本部技師 産休 ○

Ms.MINKOVA Oxana カザフスタン水文気象庁 ジャンブル水文気象センター技師 タラズ水文気象センター ○

Ms.MUSTAFINA Bakytgul カザフスタン水文気象庁 カラガンダ水文気象センター技師 同左 ○

Mr.MALAKHOV Dilshod
Abdulloevich

イサーエフ地区水供給・下水処理会社 代表 Vodokanal（水供給・下水処理会社）役員 ○

Mr.SATTOROV Faizullo
khairulloevich

ハトロン州水資源局 次長 不明

Ms.MAHMUDOVA Dildora
Ernazarovna

科学アカデミー　水問題研究所 水文学・水科学ラボ上級研究員 同左 ○

Mr.NISHONOV Bakhriddin 水文気象庁付属研究センター 上級研究員
水文気象庁付属研究センター
環境汚染調査予測部門 地表水質調査実験室長

○

Mr.SHAAZIZOV Farrukh 科学アカデミー　水問題研究所 上級研究員 水工学・水力ラボ長 ○

Ms.NYSHANBAEVA Lydmila
Japarovna

環境保護森林庁ジャララバード地域間環境局 環境モニタリング部　部長 同左 ○

Ms.SATYBALDIEVA Asel
Bolotbekovna

キルギス地質・鉱物資源庁　 中央ラボ化学分析班化学技師 同左 ○

Ms.FEDOTOVSKAYA Irina
Ivanovna

カラガンダ水文気象センター
環境汚染ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ総合ラボ
化学分析技師

退職 ○

Ms.GVOZDEVA Nina
Saturnovna

西カザフスタン水文気象センター 化学ラボ　チーフ 同左 ○

Mr.IBRAYEV Serik
Maulenuly

カザフスタン水文気象庁
環境モニタリングセンター
主任技師

アルマティ水文気象センター ○

Ms.AMONBEKOVA Roziya 政府付属環境保全委員会分析管理センター
中央ラボ有害物質廃棄による
河川･湖沼への影響分析部部長

入院中 ○

Mr.SHEROV Khasan 政府付属環境保全委員会 大気モニタリング部　主席専門家 同左 ○

Ms.GERASIMOVA Olga ウズベキスタン水文気象庁
大気･表流水･土壌汚染ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ部
水生生物ラボ　チーフ

同左

Ms.MUSAEVA Alkakul 科学アカデミー　水問題科学研究所 水文環境ラボラトリー　研究員 同左

カザフスタン

タジキスタン

ウズベキスタン

カザフスタン

タジキスタン

ウズベキスタン

キルギス

2007

2008

キルギス

カザフスタン

タジキスタン

ウズベキスタン

キルギス

カザフスタン

タジキスタン

キルギス
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2004

2005

2006

ウズベキスタン

キルギス

カザフスタン

タジキスタン

ウズベキスタン
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JICA Follow-up Seminar Program 
For the participants of training course on «Water Quality Monitoring for Centeral Asia» 

 
Date: 8-9 October 2009 

Venue: Dostuk Hotel, Bishkek, Republic of Kyrgyz 
 

Organized by Japan International Cooperation Agency (JICA) 
 

【Participants участники】 
JICA Ex-training participants, officials from the authorities concerened 

Mr. Terumi Mizuno (Techno Chubu Co., Ltd), Ms. Moeko Imayoshi (JICA Chubu), Ms. Etsuko Minamikawa 
(International Center for Environmental Technology Transfer) 

 
Program Очередь 

 
Date Time Topic Resource person Note 

Day1 OPENING 
9:15 Registration   
9:30 Opening cermony 

 
- Opening remarks 
- Introduction of participants 
- Selection of chairperson, 
secretary and time keeper 

Mr. Seiju Imai, Resident Republic, 
JICA Kyrgyz 
 

Ms. Etsuko Minamikawa, ICETT 

Partially by
consecutive 
interpretati
on 

AFTER RETURNING ACTIVITY REPORT PRESENTATION BY ORGANIZATION 

9:40-10:10 1. TJ 
Agency of Hydrometeorology 

 
Mr. Samiev Sanginmurod 04 

 

10:10-10:40 2. UZ 
Center for Hydrometeorological 
Service  
& 
 
Hydrometeorological Research 
Institute (NIGMI) 

 
Ms.Golotyuk Aynyu 04 
Ms.Elena Juravlyeva 05 
Ms.Ellenora Pak 05 
Ms.Olga Gerasimova 08 
Ms.Kobalevskaya Yuliya 04 
Mr.Nishonov Bakhriddin 07 

 

10:40-11:10 3. UZ 
Committee for Nature Protection 
- Tashkent City 

 
 
Mr.Bobir Akhmedjanov 06 
Mr.Dilshod Saydaliev 06 

 

11:10-11:20 Break 
11:20-11:50 4. UZ 

Institute of Water Problems 
 
Ms.Dilorom Fayzieva 06 
Ms.Dildora Mahmudova 07 
Mr.Farrukh Shaazizov 07 
Ms.Alkakul Musaeva 08 

 

11:50-12:20 5. KG 
Center for Hydrometeorology 

 
Ms.Liudmila Kanygina 04 

 

10/8 
Thu 

12:20-12:50 6. KG 
(Ministry of Ecology and 
Emergency Situations),  
Agency of Environmental 
Protection and Forestry 
 
- Issik-kul 
- Jaral-abad 

 
Mr.Turarbek Sadykbekov 05 
Ms.Svetlana Yanova 05 
Ms.Jibek Sultanalieva 05 
Ms.Tatiana Suchikova 06 
Mr.Nurlan Abdykalykov 07 
Ms.Rahat Akhmatova 04 
Ms.Ludmila Nyshanbaeva 08 

 



12:50-13:40 Lunch Break 
13:40-14:10 7. KG 

Dept. Of Sanitary Epidemiological 
Surveillance 

 
Ms.Svetlana Savina 06 

注：病気の

ため欠席 

14:10-14:40 8. KG 
Agency of Geology and Mineral 
Resources 

 
Ms.Asel Satybaldieva 08 

 

14:40-15:40 9, 10, 11, 12 KZ 
Hydromet Center 
- HQ 
 
- Karaganda 
- Zhanbyl 
- West Kazakh  

 
 
Ms.Olga Li Bin Chin 06& 
Mr.Ibrayev Serik 08 
Ms.Mustafina Bakhytgul 07 
Ms.Minkova Oksana 07 
Ms.Gvozdeva Nina 08 

 

15:40-15:50 Break 
15:50-16:50 14, 15, 16, 17 KZ 

Committee of Ecological 
Monitoring and Control 
- Actobe 
- North Kazakhstan 
- Zhanbul 
- Mangistau 

 
 
 
Ms.Nitalina Aitkul 04 
Ms.Turgunova Bakytzhan 04 

Mr. Nazarbekov Zhakhangir 05 
Ms.Zhantokova Gulzhanat 06 

 

16:50-17:00 Break 

PRENARY SESSION 

17:00-19:00 Discussion and Summary making 
as M/M 
(Create: 
- Findings 
- Mutural understanding 
- Future perspective as a whole 
- Resolve by each country as a 
member ) 

All participants, in principle  

19:00 (End of the day) 
 
 
Date Time Topic Resource person Note 

Day2 GENERALIZATION 
9:30 Registration   
9:45-10:30 Summary and Recommendation on 

the participants presentation 
Ms. Etsuko Minamikawa, ICETT 

10:30-11:15 Introduction of proper water quality 
monitoring planning – a case of 
Nura River Mercury Monitoring 
Project -  

Mr. Terumi Mizuno, Techno 
Chubu Co., Ltd. 

By 
consecutive 
interpretation 

11:15-11:25 Break 
CLOSING 
11:25-12:00 Declaration & Signing of the M/M Representative of the participants  

10/9 
Fri 

12:00-12:15 Closing Ceremony 
Closing remarks 
Message from host country 
Congratulatory address 

 

Ms. Etsuko Minamikawa, ICETT 
Ms. Aidai, ,JICA Kyrgyz 
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РЕСПУБЛИКАРЕСПУБЛИКА ТАДЖИКИСТАНТАДЖИКИСТАН

МОНИТОРИНГМОНИТОРИНГ КАЧЕСТВОКАЧЕСТВО ВОДАВОДА

БишкекБишкек 88--9 9 октябряоктября 20092009

САМИЕВСАМИЕВ СС..
ГосучреждениеГосучреждение попо гидрометеорологиигидрометеорологии

ЗАДАЧИЗАДАЧИ ЛМЗПВЛМЗПВ ии РР
ОбеспечениеОбеспечение народнохозяйственныхнароднохозяйственных организацийорганизаций ии
другихдругих заинтересованныхзаинтересованных ведомственныхведомственных
учрежденийучреждений информацииинформации оо
режимнойрежимной
экстремальнойэкстремальной

КачественноеКачественное ии современноесовременное выполнениевыполнение анализованализов вв
пробахпробах водиводи. . 

АпробацияАпробация новыхновых, , современныхсовременных методовметодов ии средствсредств
наблюденийнаблюдений ::
обработкаобработка ии обобщенияобобщения результатоврезультатов

ЦМОС

Отдел информацииЛМНЗПВ и РЗ ЛМНЗА

Анализ качества
воды и измерение

радиации

Обработка данных и
приготовление
ежегодников

Анализ качества
атмосферного

воздуха

АнализАнализ 11--гого днядня ЛАБОРАТОРНЫЕЛАБОРАТОРНЫЕ ОБОРУДОВАНИЕОБОРУДОВАНИЕ

ФотоколориметрыФотоколориметры ((ФЭКФЭК--5656ММ, , КФККФК--2) 2) 
ФотометрФотометр ((SQSQ--118)118)NOVANOVA--6060
CCпектрофлуориметромпектрофлуориметром ««ShimadzuShimadzu»»
КондуктометрКондуктометр
ЭлектронныеЭлектронные весывесы . . 
рНрН--метрыметры..
ФотометрФотометр ««ПалинтестПалинтест»» -- 50005000
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NOVANOVA--6060 PHPH--метрметр

АнализыАнализы вв лабораториилаборатории
ПРОБЛЕМЫПРОБЛЕМЫ

ДоставкаДоставка химикатовхимикатов . . ДоДо сихсих порпор
используютсяиспользуются химикатыхимикаты 7070--хх годовгодов
прошлогопрошлого столетиястолетия.  .  
ОборудованиеОборудование моральноморально ии материальноматериально
устаревшиеустаревшие ии нене отвечаютотвечают современнымсовременным
требованиямтребованиям
НехваткаНехватка средствасредства длядля отправкиотправки пробпроб кк
центральнымцентральным лабораториямлабораториям;;
ОтсутствииОтсутствии современныхсовременных руководящихруководящих
документовдокументов длядля разработкиразработки
ежегодниковежегодников,,классификацииклассификации рекрек,,ПДКПДК

ЯпонияЯпония 2005 .2005 .гг ICE TTICE TT
НагояНагоя
ЙоккаитиЙоккаити
ЦубакиЦубаки
МинаматаМинамата
КиотоКиото
пп МиэМиэ
пп АитиАити

СеминарСеминар вв ЯпонииЯпонии

АнализАнализ нитратанитрата, , нитританитрита, , хромхром, , ртутьртуть..
ИзучениеИзучение системысистемы мониторингамониторинга окружающейокружающей
средысреды вв ЯпонииЯпонии..
ОбзорОбзор системысистемы государственногогосударственного
администрированияадминистрирования вв сфересфере окружающейокружающей
средисреди вв ЯпонииЯпонии
АвтоматическаяАвтоматическая системасистема мониторингамониторинга
качествокачество речныхречных водвод
ПосещениеПосещение вв школашкола ЦубакиЦубаки ии городгород КиотоКиото..
СтатистическаяСтатистическая обработкаобработка результатоврезультатов
измеренияизмерения
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Pb.Cr.Cu.NOPb.Cr.Cu.NO2.2.

ПРЕДЛОЖЕНИЕПРЕДЛОЖЕНИЕ

• Техническое перевооружение центра
мониторинга окружающей среды
• Модернизация действующих пунктов
наблюдения за состоянии
трансграничных рек
• По возможности внедрение
автоматических станций мониторинга
• Новые методы оборудования и
технологии наблюдения за состоянием
объектов окружающей среды
• Определение приоритетных веществ

ПАЛИНТЕСТПАЛИНТЕСТ
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СПАСИБОСПАСИБО
ЗАЗА ВНИМАНИЕВНИМАНИЕ !!



ウズベキスタン 水文気象センター 及び
付属研究所

UZBEKISTAN

Мониторинг качества поверхностных вод в
Узбекистане:

полученный опыт, проблемы, перспективы

Айню Голотюк
Елена Журавлева

Центр гидрометеорологической службы (Узгидромет) 
Бахриддин Нишонов
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Сеть наблюдений- 86 станций на всей территории Узбекистана

Пункты мониторинга качества
поверхностных вод Узгидромета

Полученные опыт и знания, 
полезные для нашей организации

• Новые методы и современное оборудование при
анализе воды

• Использование МS Excel для построения
градуировочного графика и обработки результатов
анализа

• Изучение зависимости электропроводности и
минерализации (метод корреляции)  

• Определение точности лабораторной посуды
• Составление инструкций по методам анализа воды

(SOP)
• Определение ХПК с помощью абсорбции
ультрафиолетовых лучей

Градуировочный график для
определения ртути в воде
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Градуировочный график для
определения ортофосфатов в воде

Градуировочный график для
определения нитритов в воде

Изучение взаимозависимости минерализации и
электропроводности проб воды Передача полученных опыта и знаний

специалистам в своей стране

• Семинары
• Практические занятия
• Учебные занятия
• Конференции

Передача опыта
Семинар «Мониторинг качества воды в

Узбекистане: настоящее состояние и будущие
перспективы», 26-27 февраля 2008 г., Ташкент, 

Узбекистан Семинары:
• Новые методы и современное
оборудование при анализе воды
для коллег на своих лабораториях и
отделах

Передача опыта
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Практические занятия:
• Составление инструкций по методам
анализа воды (SOP)

• Определение точности анализов и
надежности получаемых результатов

• Определение точности лабораторной
посуды

Передача опыта

Учебные занятия:
• Современное оборудование, применяемое
при отборе проб и анализе воды

• Магистранты Центра ЭкоГИС Ташкентского
института ирригации и мелиорации по
специальности «Охрана окружающей среды»

• Использование учебных фильмов о методах
отбора проб и об экологических проблемах
Японии в прошлом

Передача опыта

Исследование и обучение:
• Определение ХПК методом УФ-спектроскопии
• Планируется начать в октябре 2009г. 

«Исследование загрязнения природных вод
органическими веществами с применением УФ-
спектроскопии»
в реках и каналах Ташкентской области и г.Ташкента

Передача опыта Представление данных мониторинга
поверхностных вод

• Ежемесячный бюллетень качества
воды основных водотоков по
гидрохимическим показателям

• Ежемесячная информация о высоком и
экстремально высоком загрязнении
природной среды

• Ежегодники качества поверхностных
вод на территории деятельности
Узгидромета

Представление данных мониторинга
поверхностных вод

Ежемесячный бюллетень качества воды основных
водотоков по гидрохимическим показателям

Представление данных мониторинга
поверхностных вод

Ежемесячная информация о высоком и экстремально
высоком загрязнении природной среды
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Представление данных мониторинга
поверхностных вод

Ежегодники качества поверхностных вод на территории
деятельности Узгидромета

Представление данных мониторинга
поверхностных вод

Доклады Государственного комитета по охране природы
Республики Узбекистан

Представление данных мониторинга
поверхностных вод

Загрязнение поверхностных вод пестицидами
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Пробы воды анализируются на содержание остаточных
количеств хлорорганических пестицидов: альфа-ГХЦГ, 
гамма-ГХЦГ, ДДТ и его метаболиты (ДДЕ, ДДД)

По данным Узгидромета в 2000-2004 гг. ДДТ и его метаболиты
(ДДЕ, ДДД) в поверхностных водах не обнаруживались

Представление данных мониторинга
поверхностных вод

Загрязнение поверхностных вод пестицидами

Частота обнаружения пестицидов в пробах воды
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Загрязнение тяжелыми металлами воды р.Чирчик
(1995‐2005гг.) – пространственная динамика
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Сравнительный анализ мониторинга качества вод
в Узбекистане и Японии

• Система мониторинга

• Оснащенность лабораторий

• Отбор проб и хранение

• Методы анализа

• Представление данных

Мониторинг качества поверхностных
вод ‐ проблемы

• Слабое техническое оснащение станций мониторинга
и аналитических лабораторий (Лишь незначительное
количество трансграничных станций мониторинга в последние годы
были оснащены современным оборудованием.)

• Недооценка процедур контроля/гарантий качества
данных

• Отсутствие центров и программ повышения квалификации

Мониторинг качества поверхностных
вод – перспективы

• Совершенствование программ мониторинга
• Унификация методов контроля качества воды, 
осуществляемых различными ведомствами

• Создание единых баз данных по качеству
поверхностных вод

• Разработка и совершенствование методов и средств
анализа

• Создание центра повышения квалификации специалистов, 
занимающихся мониторингом качества воды

Спасибо за внимание!
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Презентация

Ахмеджанов Б.К.
Гл. специалист

Госкомприроды РУз

Структура центрального
аппарата Госкомприроды РУз
4 главных инспекционных управления:

Главземводконтроль
Главатмосфераконтроль
Госбиоконтроль
ГосСИАК

Управление экономики и организации природопользования
Эколого-правовой отдел
Отдел международных связей и программ
Отдел научно-технического прогресса и пропаганды
Отдел кадров
Управление делами

Главгосэкоэкспертиза
Главгосэкосертификат
Узбекский филиал НИЦ МКУР
Экоинформпрогноз
Управление капитального строительства
Экологическая издательская компания
«Чинор»

Кроме этого в систему входят 3 НИИ

В систему Госкомприроды входят следующие
подразделения:

Подчиненность и основные
задачи Госкомприроды
Государственный комитет Республики Узбекистан
по охране природы подчинен Сенату Олий
Мажлиса Республики Узбекистан и
осуществляет государственный контроль за
соблюдением министерствами, 
государственными комитетами, ведомствами, 
предприятиями, учреждениями и
организациями, а также отдельными лицами
законодательства в области использования и
охраны земель, недр, вод, лесов, животного и
растительного мира, атмосферного воздуха.

Сфера деятельности

Осуществление госконтроля в
области охраны окружающей
среды
Межведомственная координация
деятельности министерств и
ведомств в области охраны
окружающей среды

Сотрудничество с зарубежными
государствами
Установлены тесные контакты с
зарубежными партнерами:

Заключены соглашения о сотрудничестве
в области охраны окружающей среды с
КНР, имеются международные связи с
ОАЭ, Азербайджаном, Туркменистаном.

Намечаются два проекта с КОICA
Повышение квалификации в обучающих
семинарах ведущих стран мира (JICA, 
KOICA и др.)  



ウズベキスタン 自然保護委員会

Деятельность экс участника

Одним из важных достигнутых
результатов деятельности
является принятие двух
постановлений КМ РУз об
установлении водоохранных зон и
прибрежных полос рек Сырдарья и
Амударья в пределах РУз в
феврале 2007года

Внедренные методы и знания

Были проведены семинары в виде
беседы с сотрудниками отдела
мониторинга качества вод, ГосСИАК, 
инспекторского состава областных
инспекций.
Были рекомендованы к использованию
методы анализа воды по химическому
составу применяемых в Японии.
Были рекомендованы к использованию
статистические методы обработки
результатов исследований

Техническое содействие, 
ожидаемое от JICA
Оснащение областных лабораторий
Госкомприроды и Узгидромета самыми
необходимыми современными
измерительными приборами и
оборудованием, в том числе
портативными измерительными
приборами;
обучение работы с данными приборами
и оборудованиями их техническое
обслуживание.   

Методика технического
содействия

Поставка на грантовой основе
вышеупомянутой техники из
Японии;
Проведение консультаций и
занятий по использованию
современной техники в
Узбекистане
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